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第１章 調査の概要 
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3 

１．調査の目的 
 

本調査は、令和８年度策定予定の「第３次男女共同参画プランたけた」に向け、市

民の皆様の日常生活の実態及び社会生活における男女共同参画の実態やご意見等を集

計・分析し、計画策定並びに今後の取り組みに向けた計画の基礎資料とすることを目

的としています。 

 

２．調査の実施要領・回答数 
 

調査時期 令和８年 11 月～12 月 

調査対象者 竹田市内にお住まいの 16 歳以上の方 

調査方法 郵送による配布・回収及びインターネット回収 

配布数 1,000 件 

有効回収数 

396 件 

（郵送：301 件） 

（WEB:95 件） 

有効回答率 39.6％ 

 

 

３．調査結果利用上の注意 
 

・各設問のｎは、回答者数を表しています。 

・回答率は百分比の小数点第 2位を四捨五入しているので、合計が 100％にならない場合が

あります。 

・２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100％

を超える場合があります。 

・回答があっても、小数点第２位を四捨五入して0.1％に満たない場合は、図表には「0.0」

と表記しています。 

・数表・図表は、スペースの都合上、文言等を省略している場合があります。 
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第２章 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

１．ご自身のことについて 

Ｆ１ 性別 

○性別については、「男性」が 41.9％、「女性」が 55.8％、「男性・女性の２つから答えるこ

とに抵抗がある」1.0％となっています。 

 

 

 

Ｆ２ 年齢（現在時点の年齢） 

○年齢については、「70 歳以上」が 32.8％と最も高く、次いで「60 歳代」28.5％、「50 歳代」

12.1％となっており、60歳以上の割合が６割を占めています。 

 

 

 

Ｆ３ 婚姻の有無 

○婚姻状況については、「結婚している（事実婚含む）」が 69.2％と最も高く、次いで「未婚」

15.4％、「結婚していたが、離婚（死別）した」14.4％となっています。 

 

 

  

41.9 55.8 1.0 1.3 
令和7年度調査

(n=396)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 男性・女性の２つから答えることに抵抗がある 無回答

2.3 

2.8 

8.8 11.6 12.1 28.5 32.8 1.0 
令和7年度調査

(n=396)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 無回答

15.4 69.2 14.4 1.0 
令和7年度調査

(n=396)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚 結婚している（事実婚含む） 結婚していたが、離婚（死別）した 無回答



 

 

【Ｆ３で「２．結婚している（事実婚含む）」と答えた方のみ】 

Ｆ４ 就業状況 

○就業状況については、「共働きである」が 56.9％と最も高く、次いで「共働きでない」

28.5％、「夫婦共に働いていない」13.9％となっています。 

 

 

Ｆ５ 同居者 

○同居者については、「配偶者・パートナー」が 65.2％と最も高く、次いで「子」29.3％、

「父・母」24.2％となっています。 

 

 

 

Ｆ６ 就業形態 

○就業形態については、「自営業またはその家族従業員」が 22.5％と最も高く、次いで「正

社員・正規職員」20.2％、「家事専業（外で働いておらず、専ら家事に従事している方）」

17.4％となっています。 

 

  

56.9 28.5 13.9 0.7 
令和7年度調査

(n=274)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共働きである 共働きでない 夫婦共に働いていない 無回答

24.2 

65.2 

29.3 

3.5 

6.3 

0.3 

0.0 

11.1 

2.8 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

父・母

配偶者・パートナー

子

孫

兄弟・姉妹

親戚

友人・知人

同居人はいない（一人暮らし）

その他

無回答
令和7年度調査(n=396)

22.5 20.2 2.5 5.6 17.2 2.3 17.4 7.3 2.8 
令和7年度調査

(n=396)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業またはその家族従業員 正社員・正規職員

契約社員（職員）・派遣社員（職員） 公務員

パート・アルバイト、臨時雇用（職種は問いません） 学生・生徒

家事専業（外で働いておらず、専ら家事に従事している方） 無職（外で働いておらず、家事にも従事していない方）

無回答



 

 

２．男女の意識について 

問１  「男は仕事、女は家庭」などと性別によって役割を固定する考え方について、
どう思いますか。（単数回答） 

○固定的な性別役割分担意識については、「同感できない」が 62.9％と最も高く、次いで

「どちらともいえない」27.3％、「同感する」4.0％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「同感できない」が最も高く、特に女性は７割を超えています。

また、男性は女性と比べて「同感できない」が低く、「どちらともいえない」が高くなっ

ており、10ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、どの年代も「同感できない」が最も高く、特に20歳代では８割を超えて

います。また、30 歳代及び 70 歳以上では「どちらともいえない」が３割を超えており、

他の年代に比べて高くなっています。（10 歳代は、回答数が少ないため参考程度。以下、

同様） 

 

 

  

4.0 

3.4 

6.0 

2.3 

8.6 

4.3 

2.1 

2.7 

4.6 

62.9 

62.8 

53.0 

71.0 

88.9 

81.8 

42.9 

69.6 

66.7 

70.8 

54.6 

27.3 

27.8 

33.7 

22.2 

11.1 

18.2 

40.0 

19.6 

22.9 

23.0 

34.6 

2.8 

2.8 

3.0 

2.7 

2.9 

6.5 

2.1 

0.9 

3.8 

3.0 

3.2 

4.2 

1.8 

5.7 

6.3 

2.7 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同感する 同感できない どちらともいえない わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

【現在、結婚している方（事実婚を含む）と答えた方のみ】 

問２  あなたの家庭では、家庭内の役割分担をどのようにしていますか。【現状】と
【理想】をそれぞれお答えください。（単数回答） 

○日常的な暮らしの役割分担について、現状では、「家計の管理」は「夫婦で共同」、「乳幼

児の世話・育児」「PTA への出席」「高齢者の世話・介護」は「該当なし」、「地区行事等へ

の参加」は「主に夫」、それ以外は「主に妻」が最も高く、特に「食事の支度」「食事の片

づけ」「掃除」「洗濯」は６割を超えています。 

○理想では、どの項目も「夫婦で共同」が最も高く、特に「食事の片づけ」「食料品や日用

品の買い物」「掃除」は７割を超えています。 

 

 

  

17.5

4.7

2.2

5.8

2.9

4.4

0.4

4.7

1.5

3.6

1.1

0.4

2.9

2.9

0.4

0.7

49.6

19.0

35.8

15.0

79.6

22.3

64.6

9.5

50.0

13.9

60.9

8.8

69.3

19.7

14.6

1.5

16.1

4.0

16.4

0.7

7.7

41.6

65.7

13.9

62.8

25.2

73.4

40.5

71.2

28.8

73.4

20.4

62.4

10.6

32.5

8.4

28.1

11.3

32.5

30.3

55.8

0.4

0.4

0.4

0.7

1.1

0.7

0.4

0.4

1.1

0.4

1.5

0.7

0.4

0.7

2.6

2.6

1.1

3.6

1.1

2.9

2.2

2.2

2.2

4.0

2.2

3.6

0.7

2.2

0.7

2.2

1.1

2.6

3.3

4.0

61.7

59.5

58.8

2.6

12.0

2.2

11.3

2.2

11.3

2.2

12.0

2.2

12.0

2.6

12.4

12.4

63.5

12.4

62.8

11.7

63.5

8.4

20.4

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=274)

主に夫 主に妻 夫婦で共同 主に父 主に母 その他 該当なし 無回答

（１）

家計の管理

（２）

食事の支度

（３）

食事の片付け

（４）

食料品や日用品

の買い物

（５）掃除

（６）洗濯

（７）

乳幼児の世話・

育児

（８）

PTAへの出席

（９）

高齢者の世話・

介護

（１０）

地区行事等への

参加



 

 

問３  あなたは、次のような分野で、今の男女は平等になっていると思いますか。
（単数回答） 

○男女の地位の平等感については、「学校教育の場」「法律や制度の上」「県や市の行政の場」

では「平等である」が最も高く、それ以外は『男性優遇感：どちらかといえば男性の方が

優遇されている＋男性の方が優遇されている』が最も高くなっています。また、すべての

分野において『男性優遇感』が『女性優遇感：女性の方が優遇されている＋どちらかとい

えば女性の方が優遇されている』を上回っています。特に「社会通念・慣習・しきたりな

ど」では『男性優遇感』の割合が６割を超えています。一方、どの分野も『女性優遇感』

の割合は１割以下とかなり低くなっています。 

 

 

  

2.5

1.3

1.5

2.0

1.0

1.8

0.8

5.3

6.8

3.0

6.3

2.8

3.3

2.3

28.5

29.8

46.0

23.2

13.6

35.1

35.6

34.3

23.5

6.1

30.1

41.9

21.2

21.0

12.4

13.1

3.3

15.2

23.2

9.8

10.4

13.4

18.4

32.1

19.9

14.9

25.5

27.0

3.5

7.1

8.1

3.3

2.5

3.3

3.0

（１）家庭生活で

（２）職場で

（３）学校教育の場で

（４）地域社会の場で

（５）社会通念・慣習・

しきたりなどで

（６）法律や制度の上で

（７）県や市の行政の場で

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=396)

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答



 

 

（１）家庭生活 

○家庭生活での平等感については、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が

34.3％と最も高く、次いで「平等である」28.5％、「わからない」13.4％となっています。 

○性別でみると、男性は「平等である」、女性は「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」が最も高くなっています。また、男性は女性と比べて「平等である」が高く、『男

性優遇感』が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、50 歳代では「平等である」、それ以外の年代はどの年代も「どちらかと

いえば男性の方が優遇されている」が最も高くなっています。また、どの年代も『男性優

遇感』が『女性優遇感』を上回っており、特に 60歳代以上では５割を超えています。 

 

 

  

2.5 

2.8 

3.6 

1.8 

2.9 

6.5 

2.1 

0.9 

3.1 

5.3 

2.8 

6.0 

5.0 

22.2 

9.1 

5.7 

2.2 

6.3 

4.4 

5.4 

28.5 

34.4 

38.6 

21.3 

33.3 

18.2 

25.7 

30.4 

29.2 

33.6 

23.8 

34.3 

28.8 

30.7 

37.1 

22.2 

27.3 

31.4 

32.6 

22.9 

35.4 

40.8 

12.4 

12.8 

7.8 

15.8 

22.2 

9.1 

14.3 

8.7 

10.4 

15.9 

10.8 

13.4 

11.1 

10.2 

15.4 

36.4 

20.0 

19.6 

22.9 

8.0 

10.0 

3.5 

7.3 

3.0 

3.6 

6.3 

1.8 

6.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（２）職場 

○職場での平等感については、「平等である」が 29.8％と最も高く、次いで「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」23.5％、「わからない」18.4％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「平等である」が最も高くなっています。 

○年代別でみると、20 歳代では「どちらかといえば女性の方が優遇されている」「わからな

い」が同率で最も高く、30 歳代では「わからない」、40 歳代及び 70 歳以上では「どちら

かといえば男性の方が優遇されている」、それ以外の年代では「平等である」が最も高く

なっています。 

 

 

  

1.3 

1.1 

3.0 

4.3 

2.1 

1.8 

6.8 

5.6 

10.2 

4.1 

27.3 

20.0 

10.9 

10.4 

3.5 

2.3 

29.8 

31.0 

33.7 

27.6 

22.2 

18.2 

25.7 

26.1 

41.7 

38.1 

22.3 

23.5 

22.4 

22.3 

24.4 

22.2 

17.1 

28.3 

10.4 

24.8 

29.2 

13.1 

12.2 

12.7 

13.1 

11.1 

18.2 

8.6 

8.7 

12.5 

14.2 

14.6 

18.4 

15.0 

13.9 

21.7 

27.3 

28.6 

19.6 

18.8 

14.2 

16.9 

7.1 

12.8 

4.2 

9.0 

9.1 

2.2 

4.2 

3.5 

14.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（３）学校教育の場 

○学校教育の場での平等感については、「平等である」が 46.0％と最も高く、次いで「わか

らない」32.1％、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」6.1％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「平等である」が最も高く、男性は５割を超えています。また、

女性は男性と比べて「わからない」が 10.2 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、20 歳代～30 歳代では「わからない」、それ以外はどの年代も「平等であ

る」が最も高く、特に 40歳代～60歳代では５割を超えています。また、20～30 歳代では

『女性優遇感』が２割前後となっており、他の年代に比べて高くなっています。 

 

 

  

1.5 

0.6 

3.0 

0.5 

11.1 

2.9 

4.3 

0.9 

0.8 

3.0 

1.7 

3.6 

2.3 

11.1 

18.2 

17.1 

2.1 

0.9 

0.8 

46.0 

44.9 

51.2 

42.5 

66.7 

27.3 

34.3 

54.3 

50.0 

50.4 

41.5 

6.1 

8.5 

5.4 

6.8 

9.1 

6.5 

4.2 

6.2 

8.5 

3.3 

2.6 

2.4 

3.6 

11.1 

4.4 

5.4 

32.1 

25.2 

26.5 

36.7 

45.5 

45.7 

30.4 

39.6 

33.6 

26.2 

8.1 

16.5 

7.8 

7.7 

4.3 

4.2 

3.5 

16.9 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（４）地域社会の場 

○地域社会の場での平等感については、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が

30.1％と最も高く、次いで「平等である」23.2％、「わからない」19.9％となっています。 

○性別でみると、男性は「平等である」、女性は「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」が最も高くなっています。男女ともに『男性優遇感』が『女性優遇感』を上回って

おり、女性は男性と比べて『男性優遇感』が 13.1 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、40 歳代及び 60 歳代以上では「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」、それ以外の年代では「わからない」が最も高くなっています。また、どの年代も

『男性優遇感』が『女性優遇感』を上回っており、特に40歳代では５割を超えています。 

 

 

  

2.0 

0.6 

4.2 

0.5 

4.3 

2.1 

3.5 

0.8 

6.3 

6.2 

8.4 

5.0 

22.2 

11.4 

6.3 

6.2 

6.9 

23.2 

22.2 

31.9 

16.7 

36.4 

20.0 

19.6 

12.5 

25.7 

26.9 

30.1 

33.1 

24.1 

35.7 

11.1 

9.1 

20.0 

34.8 

25.0 

35.4 

32.3 

15.2 

14.5 

13.9 

15.4 

11.1 

9.1 

14.3 

17.4 

16.7 

13.3 

16.2 

19.9 

14.1 

15.7 

22.6 

55.6 

45.5 

34.3 

23.9 

31.3 

14.2 

11.5 

3.3 

9.2 

1.8 

4.1 

6.3 

1.8 

5.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（５）社会通念・慣習・しきたりなど 

○社会通念・慣習・しきたりなどでの平等感については、「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」が 41.9％と最も高く、次いで「男性の方が優遇されている」23.2％、「わ

からない」14.9％となっています。 

○性別及び年代別でみても、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高くな

っています。また、いずれも『男性優遇感』が『女性優遇感』を上回っており、特に女性

及び 40歳代では『男性優遇感』が７割を超えています。 

 

 

  

1.0 

0.4 

1.8 

0.5 

2.9 

2.1 

0.9 

0.8 

2.8 

1.7 

4.2 

1.8 

22.2 

3.5 

3.8 

13.6 

12.6 

18.1 

10.4 

11.1 

9.1 

8.6 

4.3 

14.6 

19.5 

13.1 

41.9 

36.5 

41.0 

43.9 

44.4 

36.4 

40.0 

50.0 

33.3 

41.6 

43.8 

23.2 

23.9 

18.1 

26.7 

11.1 

27.3 

14.3 

28.3 

18.8 

26.5 

23.1 

14.9 

15.0 

15.1 

14.0 

11.1 

27.3 

34.3 

17.4 

27.1 

6.2 

11.5 

2.5 

9.8 

1.8 

2.7 

4.2 

1.8 

3.8 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（６）法律や制度の上 

○法律や制度の上での平等感については、「平等である」が 35.1％と最も高く、次いで「わ

からない」25.5％、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」21.2％となっています。 

○性別でみると、男性は「平等である」、女性は「わからない」が最も高くなっています。

また、男性は女性と比べて「平等である」が高く、「わからない」が低くなっており、10

ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、50 歳代までは「わからない」、60 歳代以上では「平等である」が最も高

くなっています。また、30 歳代では『女性優遇感』が２割を超えており、他の年代に比べ

て高くなっています。 

 

 

  

1.8 

0.6 

3.6 

0.5 

5.7 

2.2 

4.2 

0.9 

0.8 

3.3 

4.9 

4.2 

2.7 

11.1 

17.1 

4.2 

0.9 

2.3 

35.1 

27.8 

45.2 

27.1 

55.6 

27.3 

17.1 

32.6 

27.1 

46.9 

33.1 

21.2 

24.6 

18.1 

23.5 

9.1 

14.3 

21.7 

22.9 

23.0 

22.3 

9.8 

10.0 

8.4 

11.3 

11.1 

18.2 

11.4 

8.7 

4.2 

8.0 

13.1 

25.5 

23.1 

18.1 

31.2 

22.2 

45.5 

34.3 

34.8 

33.3 

17.7 

23.1 

3.3 

9.0 

2.4 

3.6 

4.2 

2.7 

5.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（７）県や市の行政の場 

○県や市の行政の場での平等感については、「平等である」が 35.6％と最も高く、次いで

「わからない」27.0％、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」21.0％となってい

ます。 

○性別でみると、男性は「平等である」、女性は「わからない」が最も高くなっています。

また、男性は女性と比べて「平等である」が高く、「わからない」が低くなっており、10

ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、40 歳代までは「わからない」、50 歳代以上では「平等である」が最も高

くなっています。 

 

 

  

0.8 

0.4 

1.8 

4.3 

2.1 

2.3 

3.4 

4.2 

0.9 

5.7 

2.2 
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31.4 

23.9 
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23.1 

11.1 

18.2 
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21.7 
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25.7 

21.5 

10.4 
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11.3 

11.1 
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10.9 

10.4 

8.0 

13.1 

27.0 

25.6 

18.7 

33.0 

44.4 

45.5 

34.3 

37.0 

31.3 

19.5 

24.6 

3.0 

9.0 

3.0 

2.7 

4.2 

3.5 

3.8 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

問４  結婚、家庭について、あなたのお考えに近いものを選んでください。 
（単数回答） 

○結婚、家庭に対する意識について尋ねたところ、『賛成：賛成＋どちらかといえば賛成』

が最も高いのは、「結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」

73.0％、次いで『「男は男らしく」「女は女らしく」という考え方』36.1％、「夫婦が別の姓

を選択できるようにした方がよい」33.5％となっています。 

○『反対：どちらかといえば反対＋反対』が最も高いのは、「共働きの場合でも家事・育

児・介護は女性がすべきである」87.6％、次いで「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきで

ある」75.3％、『「男は男らしく」「女は女らしく」という考え方』49.8％となっており、

「夫婦が別の姓を選択できるようにした方がよい」も４割を超えています。 

○「結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」以外は、いずれ

も『反対』が『賛成』を上回っています。 

 

 

 

  

9.3

48.5

14.6

1.8

0.8

26.8

24.5

18.9

9.3

2.8

25.8

14.4

20.5

25.3

24.0

24.0

4.0

23.7

50.0

63.6

12.1

6.8

20.5

11.9

7.3

2.0

1.8

1.8

1.8

1.5

（１）「男は男らしく」「女は女らしく」

という考え方

（２）結婚は個人の自由であるから、結婚

してもしなくてもどちらでもよい

（３）夫婦が別の姓を選択できる

ようにした方がよい

（４）夫は外で働き、妻は家庭

を守るべきである

（５）共働きの場合でも家事・育児・

介護は女性がすべきである

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=396)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答



 

 

（１）「男は男らしく」「女は女らしく」という考え方 

○「男は男らしく」「女は女らしく」という考え方については、「どちらかといえば賛成」が

26.8％と最も高く、次いで「どちらかといえば反対」25.8％、「反対」24.0％となっていま

す。 

○性別でみると、男性は「どちらかといえば賛成」、女性は「どちらかといえば反対」が最

も高くなっています。また、男性は女性と比べて『賛成』が高く、『反対』が低くなって

おり、15ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、50 歳代及び 70 歳以上では『賛成』が『反対』を上回っていますが、そ

れ以外の年代では『反対』が高く、特に 20 歳代～30 歳代では『反対』が６割を超えてい

ます。 

 

 

  

9.3 

9.0 

13.9 

6.3 

9.1 

2.9 

6.5 

10.4 

6.2 

15.4 

26.8 

30.6 

34.3 

21.7 

22.2 

9.1 

5.7 

17.4 

31.3 

31.9 

31.5 

25.8 

20.7 

19.3 

30.8 

33.3 

36.4 

37.1 

21.7 

14.6 

28.3 

23.8 

24.0 

22.4 

20.5 

26.7 

44.4 

36.4 

25.7 

37.0 

20.8 

24.8 

17.7 

12.1 

12.8 

9.6 

13.1 

9.1 

28.6 

15.2 

18.8 

8.0 

9.2 

2.0 

4.5 

2.4 

1.4 

2.2 

4.2 

0.9 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（２）結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

○結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよいという考え方につい

ては、「賛成」が 48.5％と最も高く、次いで「どちらかといえば賛成」24.5％、「どちらか

といえば反対」14.4％となっており、７割が『賛成』と回答しています。 

○性別でみると、男女ともに「賛成」が最も高くなっています。また、女性は男性と比べて

『賛成』が高く、『反対』が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、どの年代も『賛成』が『反対』を上回っており、特に 20 歳代～40 歳代

では『賛成』が８割を超えています。また、50 歳代以上では『反対』が２割を超えており、

他の年代に比べて高くなっています。 

 

 

  

48.5 

44.7 

37.3 

57.0 

66.7 

72.7 

68.6 

76.1 

50.0 

43.4 

33.1 

24.5 

24.6 

29.5 

21.3 

11.1 

18.2 

14.3 

15.2 

20.8 

29.2 

30.0 

14.4 

14.1 

18.7 

11.3 

9.1 

5.7 

4.3 

14.6 

19.5 

17.7 

4.0 

4.1 

6.6 

1.8 

11.1 

6.3 

0.9 

8.5 

6.8 

9.0 

5.4 

7.7 

11.1 

11.4 

4.3 

4.2 

6.2 

8.5 

1.8 

3.6 

2.4 

0.9 

4.2 

0.9 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（３）夫婦が別の姓を選択できるようにした方がよい 

○夫婦が別の姓を選択できるようにした方がよいという考え方については、「反対」が

23.7％と最も高く、次いで「どちらかといえば反対」「わからない」20.5％、「どちらかと

いえば賛成」18.9％となっています。 

○性別でみると、男性は「反対」、女性は「わからない」が最も高くなっています。また、

男性は女性と比べて『反対』が 12.0 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、40 歳代までは『賛成』が『反対』を上回っていますが、50 歳代以上で

は『反対』が高くなっています。 
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11.4 

15.8 

44.4 
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26.1 

14.6 
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10.0 
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4.1 

3.0 

0.5 

2.2 

4.2 

0.9 

1.5 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（４）夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

○夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるという考え方については、「反対」が 50.0％と

最も高く、次いで「どちらかといえば反対」25.3％、「わからない」11.9％となっており、

７割が『反対』と回答しています。 

○性別でみると、男女ともに「反対」が最も高く、女性は男性と比べて約10ポイント高くな

っています。一方、男性は女性と比べて『賛成』が 12.2 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、どの年代も『反対』が『賛成』を上回っており、特に 40 歳代では『反

対』が８割を超えています。 
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16.2 

8.4 

13.6 

18.2 

20.0 

15.2 

12.5 

11.5 

9.2 

1.8 

3.8 

2.4 

0.9 

4.2 

3.1 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（５）共働きの場合でも家事・育児・介護は女性がすべきである 

○共働きの場合でも家事・育児・介護は女性がすべきであるという考え方については、「反

対」が 63.6％と最も高く、次いで「どちらかといえば反対」24.0％、「わからない」7.3％

となっており、約９割が『反対』と回答しています。 

○性別でみると、男女ともに「反対」が最も高く、８割以上が『反対』と回答しています。 

○年代別でみると、どの年代も『反対』が８割を超えており、『賛成』を大きく上回ってい

ます。 

 

 

  

0.8 

0.9 

1.2 

0.5 

1.8 

0.8 

2.8 

2.1 

3.6 

2.3 

2.9 

4.3 

2.1 

0.9 

4.6 

24.0 

22.4 

30.7 

19.5 

11.1 

27.3 

25.7 

19.6 

14.6 

24.8 

29.2 

63.6 

61.5 

52.4 

72.9 

88.9 

63.6 

62.9 

67.4 

75.0 

63.7 

57.7 

7.3 

8.8 

9.6 

4.5 

9.1 

8.6 

8.7 

4.2 

8.0 

6.2 

1.5 

4.3 

2.4 

0.5 

4.2 

0.9 

1.5 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

問５  あなたは下記の（１）～（１０）の考え方ついて、どのように思いますか。
（単数回答） 

○性別による社会的役割の固定化について、『そう思う：そう思う＋どちらかといえばそう

思う』が最も高いのは「男性は仕事をして家計を支えるべきだ」60.3％となっていますが、

それ以外はどの項目も『そう思わない：どちらかといえばそう思わない＋そう思わない』

が『そう思う』を上回っており、特に「家を継ぐのは男性であるべきだ」「学級委員⻑や

生徒会⻑は男子が、副委員⻑や副会⻑は女子の方が向いている」は８割を超えています。 

 

 

  

23.2

5.6

5.8

7.6

7.6

8.6

4.3

5.1

3.0

2.8

37.1

23.5

19.4

23.7

16.4

17.2

22.0

10.1

17.7

4.5

14.9

25.3

16.7

18.7

23.5

23.5

24.7

20.5

23.5

18.2

22.7

42.9

56.3

47.7

50.5

48.7

47.0

62.4

53.5

72.0

2.0

2.8

1.8

2.3

2.0

2.0

2.0

2.0

2.3

2.5

（１）男性は仕事をして家計を支えるべきだ

（２）デートや食事のお⾦は

男性が負担すべきだ

（３）男性は結婚して家庭を

もって一人前だ

（４）女性は結婚によって、経済

的に安定を得る方が良い

（５）組織のリーダーは男性

の方が向いている

（６）大きな商談や大事な交渉事

は男性がやる方がいい

（７）親戚や地域の会合で食事の準備

や配膳をするのは女性の役割だ

（８）家を継ぐのは男性であるべきだ

（９）共働きで子どもの具合が悪くなった

時、母親が看病するべきだ

（10）学級委員⻑や生徒会⻑は男子が、副委

員⻑や副会⻑は女子の方が向いている

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=396)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



 

 

（１）男性は仕事をして家計を⽀えるべきだ 

○性別でみると、男女ともに『そう思う』が『そう思わない』を上回っていますが、男性は

女性と比べて『そう思う』が高く、『そう思わない』が低くなっており、10 ポイント以上

差が生じています。 

○年代別でみると、20歳代～40歳代では『そう思わない』、50歳代以上では『そう思う』が

５割を超えています。 
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29.2 

37.1 

38.6 

35.7 

55.6 

36.4 

22.9 

30.4 

41.7 

42.5 

35.4 

14.9 

10.2 

18.6 

11.1 

9.1 
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19.6 

8.3 

10.6 

19.2 

22.7 

19.9 

25.3 
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37.1 

32.6 

20.8 
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13.8 

2.0 

3.6 

2.9 

2.1 

1.8 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（２）デートや⾷事のお⾦は男性が負担すべきだ 

○性別でみると、男性は「どちらかといえばそう思う」、女性は「そう思わない」が最も高

くなっています。また、男性は『そう思う』『そう思わない』が同程度の割合となってい

ますが、女性は『そう思わない』が８割を超えており、『そう思う』を大きく上回ってい

ます。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に30歳

代～40歳代では７割を超えています。 
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4.4 
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29.2 
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25.4 

25.3 
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28.5 

22.2 

9.1 

17.1 

19.6 
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24.8 

31.5 

42.9 

29.5 

53.4 

66.7 
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56.5 

41.7 

43.4 
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2.8 
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70歳以上
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（３）男性は結婚して家庭をもって⼀⼈前だ 

○性別でみると、男女ともに「そう思わない」が最も高く、特に女性は６割を超えています。

また、男性は女性と比べて『そう思う』が高く、『そう思わない』が低くなっており、10

ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に20歳

代～40歳代では８割を超えています。 
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7.8 
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24.1 

15.8 
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15.2 

16.7 

23.0 

22.3 
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18.7 

15.8 
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9.1 

14.3 

6.5 

16.7 

22.1 

16.9 

56.3 

45.8 
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72.7 

68.6 
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(n=113)

70歳以上

(n=130)
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（４）⼥性は結婚によって、経済的に安定を得る⽅が良い 

○性別でみると、男女ともに「そう思わない」が最も高く、特に女性は５割を超えています。

また、男性は女性と比べて『そう思う』が高く、『そう思わない』が低くなっており、10

ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に30歳

代では８割を超えています。また、70 歳以上では『そう思う』が４割を超えており、他の

年代に比べて高くなっています。 

 

 

  

7.6 

9.6 

5.9 

9.1 

2.9 

4.3 

8.3 

3.5 

13.1 

23.7 

30.1 

19.9 

55.6 

18.2 

14.3 

15.2 

20.8 

26.5 

26.9 

18.7 

17.5 

20.4 

22.2 

9.1 

20.0 

19.6 

12.5 

23.9 

16.9 

47.7 

38.6 

53.4 

22.2 

63.6 

60.0 

58.7 

58.3 

44.2 

40.0 

2.3 

4.2 

0.5 

2.9 
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1.8 

3.1 
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20歳代

(n=11)

30歳代
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40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（５）組織のリーダーは男性の⽅が向いている 

○性別でみると、男女ともに『そう思わない』が６割を超えており、『そう思う』を上回っ

ています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に30歳

代～50 歳代では８割を超えています。また、20 歳代及び 70 歳以上では『そう思う』が３

割を超えており、他の年代に比べて高くなっています。 

 

 

  

7.6 

7.8 

7.2 

11.1 

27.3 

8.6 

4.3 

8.3 

5.3 

7.7 

16.4 

19.3 

14.9 

22.2 

18.2 

8.6 

15.2 

8.3 

15.0 

23.1 

23.5 

22.3 

24.4 

22.2 

27.3 

17.1 

19.6 

14.6 

29.2 

25.4 

50.5 

46.4 

53.4 

44.4 

27.3 

62.9 

60.9 

68.8 

48.7 

40.8 

2.0 

4.2 

2.9 

1.8 

3.1 

令和7年度調査

(n=396)

男性
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(n=221)
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(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（６）⼤きな商談や⼤事な交渉事は男性がやる⽅がいい 

○性別でみると、男女ともに『そう思わない』が７割を超えており、『そう思う』を上回っ

ています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に20歳

代及び 40歳代～50歳代では８割を超えています。 
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15.0 

23.8 

23.5 
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22.6 

22.2 

36.4 
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17.4 
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46.4 
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60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（７）親戚や地域の会合で⾷事の準備や配膳をするのは⼥性の役割だ 

○性別でみると、男女ともに『そう思わない』が６割を超えており、『そう思う』を上回っ

ています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に20歳

代～30歳代では８割を超えています。 

 

 

  

4.3 

4.8 

3.6 

9.1 

2.2 

4.2 

1.8 

7.7 

22.0 

24.1 

20.4 

11.1 

9.1 

11.4 

21.7 

16.7 

28.3 

23.8 

24.7 

24.7 

25.8 

11.1 

36.4 

22.9 

21.7 

18.8 

23.9 

30.0 

47.0 

42.2 

50.2 

77.8 

45.5 

62.9 

54.3 

60.4 

44.2 

35.4 

2.0 

4.2 

2.9 

1.8 

3.1 

令和7年度調査
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70歳以上

(n=130)
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性
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年

代
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（８）家を継ぐのは男性であるべきだ 

○性別でみると、男女ともに『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に女性は

９割を超えています。また、男性は女性と比べて『そう思う』が高く、『そう思わない』

が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に30歳

代以上では８割を超えています。また、20 歳代では『そう思う』が３割を超えており、他

の年代に比べて高くなっています。 

 

 

  

5.1 

6.6 

3.6 

18.2 

2.9 

6.3 

1.8 

8.5 

10.1 

15.1 

5.9 

22.2 

18.2 

8.6 

15.2 

6.3 

10.6 

8.5 

20.5 

19.3 

21.7 

27.3 

20.0 

15.2 

16.7 

23.0 

23.1 

62.4 

54.8 

68.8 

77.8 

36.4 

65.7 

69.6 

70.8 

62.8 

56.9 

2.0 

4.2 

2.9 

1.8 

3.1 

令和7年度調査

(n=396)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上
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性
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年

代
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（９）共働きで⼦どもの具合が悪くなった時、⺟親が看病するべきだ 

○性別でみると、男女ともに『そう思わない』が７割を超えており、『そう思う』を上回っ

ています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に30歳

代では９割を超えています。また、20 歳代及び 70 歳以上では『そう思う』が３割を超え

ており、他の年代に比べて高くなっています。 
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（１０）学級委員⻑や⽣徒会⻑は男⼦が、副委員⻑や副会⻑は⼥⼦の⽅が向いている 

○性別でみると、男女ともに『そう思わない』が８割を超えており、『そう思う』を大きく

上回っています。 

○年代別でみると、どの年代も『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、特に30歳

代～60歳代では９割を超えています。 
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88.9 

54.5 

88.6 

84.8 

83.3 

70.8 

60.8 

2.5 

5.4 

2.9 

2.1 

1.8 

3.8 

令和7年度調査

(n=396)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

３．男女共同参画に関連する用語の認知度について 

問６  あなたは、次の用語について知っていますか。（単数回答） 

○男女共同参画に関連する用語の認知度について、『知っている：よく知っている＋少しは

知っている』が最も高いのは、「セクシュアル・ハラスメント」90.4％、次いで「ドメステ

ィック・バイオレンス」89.4％、「ジェンダー」72.9％となっています。また、「男女共同

参画」「ワーク・ライフ・バランス」「性的マイノリティ」も６割を超えています。 

○「聞いたことはあるが内容は知らない」が最も高いのは、「パートナーシップ制度」33.1％

となっており、「男女共同参画」「固定的な役割分担意識」「ワーク・ライフ・バランス」

「性的マイノリティ」も２割を超えています。 

○「まったく知らない」が最も高いのは、「固定的な役割分担意識」19.9％となっています。 

○「聞いたことはあるが内容は知らない」「まったく知らない」を合わせた割合が最も高い

のは、「固定的な役割分担意識」「パートナーシップ制度」がともに 42.9％となっており、

「男女共同参画」「性的マイノリティ」も３割を超えています。 

 

 

  

21.0

24.7

13.9

44.2

46.2

28.3

23.0

18.7

45.2

48.2

36.6

46.2

43.2

40.2

38.6

35.4

22.2

18.4

23.0

6.6

6.8

22.0

25.3

33.1

7.8

6.1

19.9

1.0

1.8

6.3

10.1

9.8

1.8

1.8

3.0

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

（１）男女共同参画

（２）ジェンダー

（３）固定的な役割分担意識

（４）セクシュアル・ハラスメント

（５）ドメスティック・バイオレンス

（６）ワーク・ライフ・バランス

（７）性的マイノリティ

（８）パートナーシップ制度

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=396)

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答



 

 

（１）男女共同参画 

○性別でみると、男女ともに『知っている』が６割を超えています。 

○年代別でみると、20歳代及び 40歳代では「聞いたことはあるが内容は知らない」「まった

く知らない」を合わせた割合が『知っている』を上回っていますが、それ以外の年代は

『知っている』が６割を超えています。 

 

 

  

21.0 

24.4 

21.7 

20.4 

33.3 

18.2 

17.1 

10.9 

16.7 

21.2 

26.9 

45.2 

44.9 

47.6 

44.8 

44.4 

27.3 

42.9 

32.6 

47.9 

53.1 

44.6 

22.2 

20.3 

18.1 

25.8 

11.1 

45.5 

28.6 

32.6 

16.7 

17.7 

21.5 

7.8 

6.6 

7.2 

7.2 

9.1 

5.7 

15.2 

16.7 

5.3 

4.6 

1.8 

3.8 

3.6 

2.7 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（２）ジェンダー（社会的、文化的につくられた性差） 

○性別でみると、男女ともに『知っている』が７割を超えています。 

○年代別でみると、どの年代も『知っている』が高く、特に 20 歳代及び 60 歳代では８割を

超えています。一方、70 歳以上では「聞いたことはあるが内容は知らない」「まったく知

らない」を合わせた割合が３割を超えており、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

  

24.7 

23.9 

21.1 

27.6 

33.3 

36.4 

34.3 

23.9 

27.1 

24.8 

20.8 

48.2 

44.2 

51.2 

46.6 

55.6 

54.5 

42.9 

50.0 

52.1 

56.6 

39.2 

18.4 

19.2 

16.3 

19.9 

11.1 

9.1 

20.0 

15.2 

16.7 

12.4 

26.2 

6.1 

8.3 

6.6 

5.9 

6.5 

4.2 

4.4 

10.8 

1.8 

4.3 

3.6 

1.8 

3.1 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（３）固定的な役割分担意識 

○性別でみると、男女ともに『知っている』が５割前後となっていますが、女性は『知って

いる』と「聞いたことはあるが内容は知らない」「まったく知らない」を合わせた割合が

同程度となっています。 

○年代別でみると、20歳代及び 40歳代では「聞いたことはあるが内容は知らない」「まった

く知らない」を合わせた割合が５割を超えており、『知っている』を上回っていますが、

それ以外の年代は『知っている』が高くなっています。 

 

 

  

13.9 

17.3 

14.5 

13.1 

22.2 

20.0 

13.0 

14.6 

16.8 

10.8 

36.6 

34.2 

38.6 

35.7 

22.2 

45.5 

28.6 

28.3 

41.7 

37.2 

40.0 

23.0 

21.4 

23.5 

23.1 

11.1 

18.2 

22.9 

21.7 

14.6 

24.8 

26.2 

19.9 

20.1 

15.1 

23.5 

22.2 

36.4 

14.3 

28.3 

22.9 

18.6 

16.9 

3.0 

7.1 

4.8 

1.4 

2.7 

6.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（４）セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

○性別及び年代別でみると、いずれも８割以上が『知っている』と回答しています。 

 

 

  

44.2 

48.1 

45.8 

43.9 

66.7 

45.5 

48.6 

43.5 

56.3 

41.6 

40.8 

46.2 

41.5 

47.6 

45.2 

33.3 

54.5 

40.0 

47.8 

41.7 

52.2 

43.1 

6.6 

4.9 

3.0 

9.0 

8.6 

2.2 

2.1 

3.5 

13.1 

1.0 

1.7 

0.6 

1.4 

4.3 

0.9 

0.8 

1.5 

3.8 

2.4 

0.5 

1.8 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（５）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ：夫婦、恋人間の暴力） 

○性別及び年代別でみると、いずれも８割以上が『知っている』と回答しています。 

 

 

  

46.2 

50.4 

45.2 

48.0 

66.7 

36.4 

45.7 

47.8 

58.3 

41.6 

46.2 

43.2 

38.5 

45.2 

41.6 

33.3 

45.5 

40.0 

43.5 

39.6 

51.3 

37.7 

6.8 

5.1 

4.2 

8.6 

18.2 

11.4 

2.2 

2.1 

3.5 

11.5 

1.8 

2.6 

1.8 

1.8 

4.3 

1.8 

2.3 

1.5 

3.4 

3.0 

1.8 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（６）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

○性別でみると、男女ともに『知っている』が６割を超えています。 

○年代別でみると、どの年代も『知っている』が高く、特に 50 歳代では８割を超えていま

す。一方、20歳代及び 70歳以上では「聞いたことはあるが内容は知らない」「まったく知

らない」を合わせた割合が３割を超えています。 

 

 

  

28.3 

23.9 

28.3 

28.5 

55.6 

36.4 

40.0 

37.0 

37.5 

27.4 

17.7 

40.2 

35.7 

44.0 

38.5 

44.4 

27.3 

25.7 

32.6 

45.8 

47.8 

39.2 

22.0 

21.4 

17.5 

24.9 

36.4 

25.7 

13.0 

10.4 

18.6 

30.8 

6.3 

15.0 

5.4 

7.2 

2.9 

10.9 

4.2 

4.4 

9.2 

2.0 

4.1 

3.6 

0.5 

2.2 

1.8 

3.1 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（７）性的マイノリティ 

○性別でみると、男女ともに６割前後が『知っている』と回答していますが、「聞いたこと

はあるが内容は知らない」「まったく知らない」を合わせた割合も３割台となっています。 

○年代別でみると、どの年代も『知っている』が高く、特に 30 歳代では７割を超えていま

す。一方、70 歳以上では「聞いたことはあるが内容は知らない」「まったく知らない」を

合わせた割合が４割を超えています。 

 

 

  

23.0 

21.4 

19.3 

25.8 

11.1 

36.4 

28.6 

23.9 

29.2 

23.9 

18.5 

38.6 

35.5 

46.4 

33.5 

55.6 

27.3 

42.9 

39.1 

37.5 

46.0 

31.5 

25.3 

24.8 

22.9 

27.1 

22.2 

36.4 

22.9 

21.7 

14.6 

23.9 

30.8 

10.1 

14.5 

7.2 

12.2 

2.9 

13.0 

16.7 

3.5 

16.2 

2.0 

3.8 

3.0 

0.9 

2.7 

3.1 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

（８）パートナーシップ制度 

○性別でみると、男女ともに『知っている』が５割を超えていますが、女性は男性と比べて

「聞いたことはあるが内容は知らない」「まったく知らない」を合わせた割合が 10.4 ポイ

ント高くなっています。 

○年代別でみると、20歳代及び 40歳代では「聞いたことはあるが内容は知らない」「まった

く知らない」を合わせた割合が５割を超えており、『知っている』を上回っていますが、

それ以外の年代は『知っている』が高くなっています。 

 

 

  

18.7 

14.3 

19.3 

18.1 

11.1 

27.3 

40.0 

13.0 

25.0 

15.9 

15.4 

35.4 

33.3 

39.8 

33.5 

66.7 

9.1 

25.7 

28.3 

35.4 

43.4 

34.6 

33.1 

35.0 

27.7 

37.1 

22.2 

27.3 

20.0 

39.1 

20.8 

31.0 

40.8 

9.8 

13.5 

9.0 

10.0 

36.4 

11.4 

17.4 

14.6 

6.2 

6.9 

2.0 

3.8 

3.0 

0.9 

2.1 

2.7 

2.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

４．職業について 

問７  女性が働くことについてどのように思いますか。（単数回答） 

○女性が職業を持つことにおける考え方については、「結婚や出産にかかわらず職業をもち

続ける方がよい」が 69.7％と最も高く、次いで「子どもができたら職業をやめ、大きくな

ったら再び職業をもつ方がよい」11.6％、「その他」6.6％となっています。 

○性別でみても、男女ともに７割前後が「結婚や出産にかかわらず職業をもち続ける方がよ

い」と回答しています。 

○年代別でみると、どの年代も「結婚や出産にかかわらず職業をもち続ける方がよい」が最

も高く、特に 20 歳代～60歳代では７割を超えています。 

 

 

  

69.7 

62.8 

69.3 

71.0 

55.6 

81.8 

74.3 

73.9 

75.0 

71.7 

63.8 

2.0 

1.1 

1.8 

2.3 

6.5 

0.9 

3.1 

2.8 

0.4 

4.2 

1.8 

11.1 

4.4 

3.8 

11.6 

13.9 

10.2 

12.7 

11.1 

5.7 

4.3 

14.6 

8.8 

17.7 

0.3 

0.5 

0.9 

4.5 

7.5 

4.2 

4.1 

18.2 

11.4 

6.5 

4.2 

3.5 

2.3 

6.6 

6.0 

7.8 

5.4 

22.2 

8.6 

8.7 

6.3 

7.1 

4.6 

2.5 

8.3 

2.4 

2.3 

2.7 

4.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚や出産にかかわらず職業をもち続ける方がよい

結婚するまでは、職業をもつ方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい

職業をもたない方がよい

わからない

その他

無回答

性

別

年

代

別



 

 

問８  女性が働き続ける上で、障害となっていることはどのようなことだと思います
か。（複数回答） 

○女性の就業継続を妨げる要因については、「家事や育児・介護との両立が困難」が 79.5％

と最も高く、次いで「子どもの世話を頼める人や施設が不足している」49.7％、「育児休業

や介護休業などの制度が不十分」44.4％となっており、「高齢者の世話を頼める人や施設が

不足している」も４割を超えています。 

○性別でみても、男女ともに８割前後が「家事や育児・介護との両立が困難」と回答してい

ます。 

 

 

  

79.5 

35.6 

44.4 

37.4 

30.1 

13.4 

16.7 

49.7 

42.2 

13.6 

1.8 

2.5 

3.3 

73.1 

27.6 

44.7 

33.5 

28.4 

11.1 

15.6 

48.3 

35.5 

12.6 

1.5 

4.3 

0.0 

80.7 

34.3 

41.0 

36.7 

25.9 

13.3 

18.7 

51.8 

40.4 

15.7 

1.2 

1.8 

4.8 

79.6 

36.2 

45.7 

37.1 

32.6 

12.7 

14.5 

47.5 

42.5 

11.8 

1.8 

2.7 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事や育児・介護との両立が困難

家族の協力や理解が得られない

育児休業や介護休業などの制度が不十分

男性に比べ賃金が安く職種も制限されている

労働時間や休日など労働条件が整備されていない

職場が結婚した女性を嫌う傾向にある

職場が責任ある仕事を女性に任せない

子どもの世話を頼める人や施設が不足している

高齢者の世話を頼める人や施設が不足している

女性自身の職業に対する自覚が不足している

その他

特に障害はない

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

問９  あなたは女性が働き続けるために、どのような条件整備が必要だと思いますか。
（複数回答） 

○女性の就業継続のために必要な条件については、「男性の家事・育児・介護等への参加を

促すための啓発活動」が 48.5％と最も高く、次いで「保育・介護・家事の支援施設やサー

ビスの充実」46.5％、「多様な雇用形態の確保」44.9％となっており、「家族の協力」も４

割を超えています。 

○前回調査との比較では、「男性の家事・育児・介護等への参加を促すための啓発活動」が

13.9 ポイント高くなっています。 

○性別でみると、男性は「男性の家事・育児・介護等への参加を促すための啓発活動」、女

性は「保育・介護・家事の支援施設やサービスの充実」が最も高くなっています。また、

女性は男性と比べて「保育・介護・家事の支援施設やサービスの充実」が 12.4 ポイント高

くなっています。 

 

 

  

48.5 

44.9 

46.5 

32.1 

27.0 

12.4 

1.5 

3.3 

4.3 

42.2 

1.8 

1.5 

4.8 

34.6 

45.5 

48.7 

31.6 

35.0 

16.5 

2.6 

6.2 

5.6 

39.3 

3.0 

2.1 

4.5 

45.8 

45.2 

39.2 

33.7 

25.9 

15.7 

0.6 

3.0 

3.0 

41.0 

1.8 

2.4 

6.6 

50.7 

44.3 

51.6 

31.2 

28.1 

10.4 

1.8 

3.6 

5.0 

43.4 

1.4 

0.5 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性の家事・育児・介護等への

参加を促すための啓発活動

多様な雇用形態の確保

保育・介護・家事の支援施設

やサービスの充実

企業などにおける育児・

介護休業制度などの充実

子育て後などの再就職・

再雇用制度の充実

労働条件の改善

就職のための講座・研修会の実施

就職情報の提供・充実

雇用・労働相談窓口の充実

家族の協力

その他

特に条件整備は必要ない

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

【現在働いている方（パート・アルバイトを含む）方のみ】 

問１０ あなたの職場では、性別によって処遇が異なりますか。（複数回答） 

○職場での性別による処遇の差の存在については、「特に性別による処遇が異なっているこ

とはない」が 54.4％と最も高く、次いで「賃⾦に格差がある」「女性に補助的な業務や雑

用（お茶汲み等）に従事させる傾向がある」11.1％、「育児休業や介護休業の取りやすさに

差がある」5.6％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「特に性別による処遇が異なっていることはない」が最も高く、

女性は男性と比べて 14.9 ポイント高くなっています。 

 

 

  

4.4 

11.1 

11.1 

4.4 

3.3 

2.8 

3.9 

1.1 

5.6 

0.6 

3.9 

54.4 

10.0 

6.5 

16.9 

11.7 

5.2 

5.2 

2.6 

1.3 

2.6 

9.1 

1.3 

3.9 

45.5 

13.0 

3.0 

6.9 

10.9 

4.0 

2.0 

3.0 

5.9 

0.0 

3.0 

0.0 

4.0 

60.4 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

募集・採用の機会に格差がある

賃金に格差がある

女性に補助的な業務や雑用（お茶汲み

等）に従事させる傾向がある

昇進・昇格に格差がある

役員・管理職への登用に格差がある

結婚や出産時に退職する慣例

や雰囲気がある

女性は定年まで勤めにくい雰囲気がある

会社研修や教育訓練・出張や

視察などの機会に差がある

育児休業や介護休業の取り

やすさに差がある

同じ職場で夫と妻が共に働いている場合、

一方が働き続けにくい雰囲気がある

その他

特に性別による処遇が異なって

いることはない

無回答

令和7年度調査(n=180)

男性(n=77)

女性(n=101)



 

 

【一度でも退職したことがある方のみ】 

問１１ あなたがその仕事をやめた主な理由は何ですか。何度か退職した場合は、最も
新しいことについてお答えください。（単数回答） 

○仕事をやめた理由については、「年齢が高くなった」が 11.4％と最も高く、次いで「転職」

10.4％、「結婚」10.1％となっています。 

○性別でみると、男性は「年齢が高くなった」、女性は「結婚」が最も高くなっています。

また、女性は男性と比べて「結婚」が 17.0 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、50 歳代までは「転職」、60 歳代以上では「年齢が高くなった」が最も高

くなっています。 

 

 

  

10.1 

0.6 

17.6 

8.6 

6.5 

8.3 

8.0 

16.2 

5.8 

0.6 

9.5 

17.1 

10.9 

4.2 

6.2 

2.3 

5.6 

5.4 

5.9 

6.5 

8.3 

8.0 

4.6 

4.8 

1.8 

6.3 

4.3 

2.1 

6.2 

5.4 

0.5 

0.9 

1.5 

0.3 

0.9 

10.4 

14.5 

7.2 

18.2 

22.9 

15.2 

20.8 

8.0 

3.8 

2.5 

3.0 

1.8 

2.9 

4.3 

4.2 

4.4 

2.5 

1.8 

3.2 

8.6 

4.3 

4.2 

0.9 

1.5 

3.3 

1.8 

4.5 

8.6 

2.2 

4.2 

3.5 

2.3 

11.4 

15.7 

8.6 

2.1 

17.7 

18.5 

9.1 

9.6 

8.6 

9.1 

11.4 

6.5 

12.5 

9.7 

8.5 

33.8 

45.2 

25.3 

100.0 

72.7 

20.0 

39.1 

29.2 

26.5 

35.4 

令和7年度調査

(n=396)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚 妊娠・出産・子育て 自分の病気やけが

家族の介護や看護 夫（妻）の転勤 自分の収入が必要でなくなった

転職 雇用条件に不満があった 職場でセクハラやパワハラがあった

職場に居づらくなった 年齢が高くなった その他

無回答

性

別

年

代

別



 

 

問１２ あなたは女性が管理職につくことについてどう思いますか。（単数回答） 

○女性の管理職登用については、「能力のあるべきものは、当然管理職につくべきだ」が

79.8％と最も高く、次いで「女性の多い職場や女性の特性を生かせる職場であれば管理職

にした方がよい」11.9％、「わからない」4.0％となっています。 

○性別でみると、男女ともに８割前後が「能力のあるべきものは、当然管理職につくべきだ」

と回答しています。 

○年代別でみると、どの年代も「能力のあるべきものは、当然管理職につくべきだ」が最も

高く、ほとんどの年代の７割以上がそう回答していますが、20 歳代ではその割合が５割台

と低くなっており、反対に「女性は管理職につかない方がよい」が他の年代に比べて高く

なっています。 

 

 

  

79.8 

76.9 

81.9 

78.3 

88.9 

54.5 

82.9 

82.6 

79.2 

87.6 

73.8 

11.9 

11.3 

10.8 

12.7 

11.1 

18.2 

8.6 

4.3 

12.5 

10.6 

15.4 

1.5 

0.9 

2.7 

18.2 

2.1 

0.9 

1.5 

4.0 

4.9 

3.6 

4.5 

9.1 

5.7 

8.7 

2.1 

0.9 

5.4 

0.5 

0.4 

0.6 

0.5 

2.9 

2.2 

2.3 

5.6 

3.0 

1.4 

2.2 

4.2 

3.8 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

能力のあるべきものは、当然管理職につくべきだ

女性の多い職場や女性の特性を生かせる職場であれば管理職にした方がよい

女性は管理職につかない方がよい

わからない

その他

無回答

性

別

年

代

別



 

 

５．仕事と生活の調和(ワーク・ライフ・バランス)について 

問１３ 「仕事」、「家庭生活」（家事・育児・介護等）、「地域・個人の生活」（地域活
動・趣味・付き合い等）について、優先したいものはどれですか。 

問１４ 問１３では希望をお聞きしましたが、あなたの生活の中で「仕事」、「家庭生活」
（家事・育児・介護等）、「地域・個人の生活」（地域活動・趣味・付き合い等）
について、現実に優先しているものはどれですか。（単数回答） 

○生活の中での優先度について尋ねたところ、希望では『「仕事」と「家庭生活」』が 26.3％

と最も高く、次いで『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」』22.7％、「家庭生活」

『「家庭生活」と「地域・個人の生活」』12.9％となっています。 

○現実では、「家庭生活」が 22.5％と最も高く、次いで「仕事」21.5％、『「仕事」と「家庭

生活」』20.5％となっています。 

○希望と現実との比較をみると、希望では現実と比べて『「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」』が、現実では希望と比べて「仕事」が 10 ポイント以上高くなっていま

す。 

 

 

  

4.0

21.5

12.9

22.5

3.0

2.5

26.3

20.5

5.3

5.8

12.9

7.8

22.7

9.1

8.3

5.3

2.0

2.8

2.5

2.3

希望

現実

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査

(n=396)

「仕事」 「家庭生活」

「地域・個人の生活」 「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と「地域・個人の生活」 「家庭生活」と「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」 考えたことがない

わからない 無回答



 

 

◆優先したいもの（希望） 

○優先したいもの（希望）では、『「仕事」と「家庭生活」』が 26.3％と最も高く、次いで

『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」』22.7％、「家庭生活」と『「家庭生活」

と「地域・個人の生活」』がともに 12.9％となっています。 

○性別でみると、男性は『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」』、女性は『「仕事」

と「家庭生活」』が最も高くなっています。また、女性は男性と比べて『「仕事」と「家庭

生活」』が 13.0 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、20歳代及び 70歳以上では『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生

活」』、30 歳代では「家庭生活」、それ以外の年代は『「仕事」と「家庭生活」』が最も高く

なっています。 

 

 

  

4.0 

2.4 

6.0 

2.7 

11.1 

4.3 

4.2 

4.4 

4.6 

12.9 

10.3 

10.8 

14.0 

11.1 

9.1 

22.9 

15.2 

16.7 

13.3 

6.9 

3.0 

2.8 

3.6 

2.7 

11.1 

9.1 

8.6 

6.5 

2.1 

1.8 

0.8 

26.3 

23.3 

18.7 

31.7 

22.2 

9.1 

20.0 

28.3 

39.6 

26.5 

23.8 

5.3 

7.1 

7.2 

4.1 

9.1 

2.9 

6.5 

4.2 

7.1 

4.6 

12.9 

10.0 

16.9 

10.4 

22.2 

9.1 

8.6 

10.9 

15.9 

16.9 

22.7 

27.8 

19.3 

25.3 

36.4 

17.1 

21.7 

20.8 

23.0 

26.2 

8.3 

7.3 

10.8 

6.8 

22.2 

18.2 

14.3 

2.2 

10.4 

5.3 

9.2 

2.5 

4.7 

3.0 

1.4 

2.9 

2.1 

0.9 

4.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」 「家庭生活」

「地域・個人の生活」 「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と「地域・個人の生活」 「家庭生活」と「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」 考えたことがない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

◆優先しているもの（現実） 

○優先しているもの（現実）では、「家庭生活」が 22.5％と最も高く、次いで「仕事」

21.5％、『「仕事」と「家庭生活」』20.5％となっています。 

○性別でみると、男性は「仕事」、女性は「家庭生活」が最も高くなっています。また、男

性は女性と比べて「仕事」が高く、「家庭生活」が低くなっており、10 ポイント以上差が

生じています。 

○年代別でみると、20 歳代～30 歳代では「家庭生活」、40 歳代では「仕事」「家庭生活」

『「仕事」と「家庭生活」』、50歳代～60歳代では「仕事」、70歳以上では『「仕事」と「家

庭生活」』が最も高くなっています。 

 

 

  

21.5 

17.7 

28.9 

16.3 

18.2 

25.7 

26.1 

35.4 

25.7 

11.5 

22.5 

18.8 

12.0 

29.9 

33.3 

27.3 

28.6 

26.1 

18.8 

23.9 

17.7 

2.5 

2.8 

3.0 

2.3 

11.1 

9.1 

5.7 

2.7 

2.3 

20.5 

19.9 

18.1 

22.2 

14.3 

26.1 

25.0 

21.2 

21.5 

5.8 

8.1 

9.6 

3.2 

11.1 

18.2 

8.6 

2.2 

7.1 

6.2 

7.8 

6.6 

6.6 

9.0 

11.1 

5.7 

6.5 

2.1 

5.3 

13.8 

9.1 

12.6 

8.4 

9.5 

2.9 

4.3 

10.4 

8.8 

13.8 

5.3 

4.5 

7.8 

3.2 

33.3 

18.2 

8.6 

2.2 

4.2 

2.7 

5.4 

2.3 

5.6 

2.4 

1.8 

2.1 

0.9 

4.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」 「家庭生活」

「地域・個人の生活」 「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と「地域・個人の生活」 「家庭生活」と「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」 考えたことがない

無回答

性

別

年

代

別



 

 

問１５ 男性も育児・介護休業を取ることができますが、このことについてあなたはど
う思いますか。（単数回答） 

○男性の育児・介護休業取得については、「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、

現実には取りづらいと思う」が 46.5％と最も高く、次いで「男性も育児・介護休業を積極

的に取るべきである」42.7％、「その他」2.8％となっています。 

○前回調査との比較をみると、「男性も育児・介護休業を積極的に取るべきである」が高く、

「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が低くなっ

ており、10ポイント以上差が生じています。 

○性別でみると、男女ともに「男性も育児・介護休業を積極的に取るべきである」「男性も

育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」がともに４割を超え

ています。 

○年代別でみると、30 歳代以上では「男性も育児・介護休業を積極的に取るべきである」

「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」がともに４

割を超えていますが、20 歳代では「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実に

は取りづらいと思う」が最も高く、７割を超えています。 

 

 

  

42.7 

28.0 

44.0 

41.6 

44.4 

18.2 

48.6 

45.7 

52.1 

40.7 

40.8 

46.5 

62.6 

44.6 

48.4 

44.4 

72.7 

40.0 

47.8 

41.7 

52.2 

43.1 

2.0 

1.3 

1.8 

2.3 

9.1 

2.2 

2.1 

0.9 

3.1 

2.8 

2.6 

1.8 

3.6 

11.1 

8.6 

4.3 

4.2 

1.8 

0.8 

6.1 

5.6 

7.8 

4.1 

2.9 

4.4 

12.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性も育児・介護休業を積極的に取るべきである

男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実には取りづらいと思う

育児・介護は女性がするべきであり、男性が休暇を取る必要はない

その他

無回答

性

別

年

代

別



 

 

【問１５で「２．男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが～」と答えた方のみ】 

問１６ 現実に取りづらい理由は何だと思いますか。（複数回答） 

○男性の育児休業や介護休業取得を妨げる要因については、「取ると、仕事で周囲の人に迷

惑がかかる」が 47.3％と最も高く、次いで「職場に取りやすい雰囲気がない」32.1％、

「仕事が忙しい」26.1％となっています。 

○前回調査との比較をみると、「男性が取ることについて、社会全体の認識が十分にない」が

12.9 ポイント低くなっています。 

○性別でみると、男女ともに「取ると、仕事で周囲の人に迷惑がかかる」が最も高くなって

います。また、男性は女性と比べて「取ると、仕事で周囲の人に迷惑がかかる」が高く、

「男性が取ることについて、社会全体の認識が十分にない」が低くなっており、10 ポイン

ト以上差が生じています。 

 

 

  

8.2 

32.1 

26.1 

47.3 

3.3 

22.3 

25.0 

1.1 

0.5 

15.7 

38.9 

19.5 

39.9 

5.8 

17.7 

37.9 

1.0 

2.7 

4.1 

32.4 

25.7 

55.4 

5.4 

24.3 

17.6 

0.0 

0.0 

11.2 

30.8 

25.2 

43.0 

1.9 

21.5 

29.0 

1.9 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

過去に周囲の男性で取った人がいない

職場に取りやすい雰囲気がない

仕事が忙しい

取ると、仕事で周囲の人に迷惑がかかる

取ると人事評価や昇給などに悪い影響がある

休業補償が十分でないので経済的に困る

男性が取ることについて、社会全体

の認識が十分にない

その他

無回答

令和7年度調査(n=184)

令和3年度調査(n=293)

男性(n=74)

女性(n=107)



 

 

問１７ 男女が共に仕事と家庭の両立をしていくためには、どのような条件が必要だと
思いますか。（複数回答） 

○男女が共に仕事と家庭の両立をしていくために必要な条件については、「代替要員の確保

など、育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境をつくること」が 50.0％と最も高く、

次いで「育児休業・介護休業の取得が、給与や職場の地位に不利益とならないようにする

こと」33.6％、「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」28.3％とな

っています。 

○性別でみると、男女ともに「代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用できる

職場環境をつくること」が最も高く、女性は男性と比べて約 10 ポイント高くなっていま

す。 

 

 

  

27.5 

19.2 

50.0 

27.0 

33.6 

18.7 

12.9 

24.2 

28.3 

3.0 

0.5 

4.8 

29.5 

21.1 

44.0 

28.9 

34.3 

13.9 

12.7 

22.3 

26.5 

3.0 

0.6 

6.6 

26.7 

18.1 

53.8 

24.9 

33.0 

22.6 

12.7 

26.7 

30.3 

3.2 

0.5 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

給与等の男女間格差をなくすこと

年間労働時間を短縮すること

代替要員の確保など、育児休業・介護休業

制度を利用できる職場環境をつくること

育児休業・介護休業中の賃金

その他を充実すること

育児休業・介護休業の取得が、給与や職場の

地位に不利益とならないようにすること

地域や職場内の保育施設の充実や保育時間の

延長など、保育サービスを向上すること

育児や介護のために退職した職員をもとの

会社で再雇用する制度を導入すること

在宅勤務やフレックスタイム制度など、

柔軟な勤務制度を導入すること

女性が働くことに対し、家族や周囲の

理解と協力があること

わからない

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

６．地域・社会活動の参加について 

問１８ 地域・社会活動の参加についてお伺いします。（単数回答） 

○地域・社会活動の参加について、「自治会・公民館などの活動」では「現在参加」、「高齢

者、障がい者のための活動」「自然保護、公害防止など環境保護に関するボランティア活

動」「地域の文化を活発にする活動」「食や農を理解してもらう活動」では「関心がある」、

それ以外の活動では「関心がない」が最も高くなっています。また、今後の参加意向「今

後参加」については、どの活動も１割以下となっています。 

 

 

  

58.3

10.1

12.4

13.4

11.6

0.8

2.3

6.3

3.3

1.0

5.8

4.3

0.8

4.0

9.3

4.0

5.6

1.5

0.8

0.5

3.8

2.0

0.5

0.8

2.8

6.8

10.9

34.1

35.6

16.2

17.7

28.8

44.7

43.7

28.5

42.9

43.7

3.0

25.5

60.4

41.2

38.1

56.8

71.5

58.6

37.4

41.9

59.8

41.4

40.2

27.3

5.3

9.3

8.3

7.3

13.9

9.3

9.8

7.8

9.1

10.1

9.1

9.1

68.9

（１）自治会・公民館などの活動

（２）婦人会、老人クラブなどの活動

（３）趣味や教養・学習などのサークル活動

（４）スポーツ・健康づくり等のサークル活動

（５）PTA、子ども会・保護者会などの活動

（６）消費者問題に関する活動

（生協リーダーを含む）

（７）女性問題の学習や男女共同参画

のための活動

（８）高齢者、障がい者のための活動

（９）自然保護、公害防止など環境保護

に関するボランティア活動

（10）国際交流、国際化、国際平和

などに関する活動

（11）地域の文化を活発にする活動

（12）食や農を理解してもらう活動

（13）その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=396)

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答



 

 

（１）自治会・公民館などの活動 

○自治会・公民館などの活動については、「現在参加」が 58.3％と最も高く、次いで「関心

がない」25.5％、「関心がある」6.8％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「現在参加」が最も高く、男性は女性と比べて参加率が 12.3 ポ

イント高くなっています。 

○年代別でみると、20歳代～30歳代では「関心がない」、40歳代以上では「現在参加」が最

も高く、特に 60 歳代では参加率が７割を超えています。また、20 歳代では「関心がある」

が２割を超えており、他の年代に比べて高くなっています。 

 

 

  

58.3 

57.5 

65.7 

53.4 

11.1 

9.1 

40.0 

60.9 

62.5 

74.3 

55.4 

4.0 

4.9 

1.8 

5.9 

2.9 

2.2 

6.3 

2.7 

6.2 

6.8 

10.0 

4.8 

8.1 

22.2 

27.3 

8.6 

2.2 

6.3 

4.4 

7.7 

25.5 

21.4 

22.9 

27.6 

66.7 

63.6 

48.6 

32.6 

25.0 

16.8 

18.5 

5.3 

6.2 

4.8 

5.0 

2.2 

1.8 

12.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（２）婦人会、老人クラブなどの活動 

○婦人会、老人クラブなどの活動については、「関心がない」が 60.4％と最も高く、次いで

「関心がある」10.9％、「現在参加」10.1％となっています。 

○前回調査との比較では、「関心がない」が約 10ポイント高くなっています。 

○性別でみると、男女ともに６割が「関心がない」と回答しています。 

○年代別でみると、どの年代も「関心がない」が最も高く、特に 20 歳代～30 歳代では９割

を超えています。また、参加率が最も高い年代は、70 歳以上（16.2％）、次いで 50 歳代

（12.5％）となっています。 

 

 

  

10.1 

12.4 

7.2 

12.2 

6.5 

12.5 

8.8 

16.2 

9.3 

12.4 

10.8 

8.6 

5.7 

6.5 

12.5 

13.3 

8.5 

10.9 

12.4 

11.4 

10.9 

11.1 

2.9 

6.5 

12.4 

18.5 

60.4 

51.3 

60.2 

60.2 

77.8 

100.0 

91.4 

73.9 

70.8 

55.8 

43.1 

9.3 

11.5 

10.2 

8.1 

11.1 

6.5 

4.2 

9.7 

13.8 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（３）趣味や教養・学習などのサークル活動 

○趣味や教養・学習などのサークル活動については、「関心がない」が 41.2％と最も高く、

次いで「関心がある」34.1％、「現在参加」12.4％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「関心がない」が最も高く、４割を超えていますが、３割は

「関心がある」と回答しています。 

○年代別でみると、30 歳代では「関心がある」「関心がない」が同率で最も高く、70 歳以上

では「関心がある」、それ以外の年代では「関心がない」が最も高くなっています。また、

参加率が最も高い年代は、70 歳以上（17.7％）、次いで 50 歳代（14.6％）、60 歳代

（12.4％）となっています。 

 

 

  

12.4 

11.1 

13.9 

10.9 

11.1 

9.1 

5.7 

2.2 

14.6 

12.4 

17.7 

4.0 

6.4 

4.2 

3.6 

2.9 

2.2 

2.1 

4.4 

5.4 

34.1 

38.2 

30.1 

38.5 

44.4 

36.4 

45.7 

30.4 

33.3 

35.4 

31.5 

41.2 

33.3 

42.2 

40.3 

33.3 

54.5 

45.7 

58.7 

47.9 

41.6 

30.8 

8.3 

10.9 

9.6 

6.8 

11.1 

6.5 

2.1 

6.2 

14.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（４）スポーツ・健康づくり等のサークル活動 

○スポーツ・健康づくり等のサークル活動については、「関心がない」が 38.1％と最も高く、

次いで「関心がある」35.6％となっており、「関心がある」「関心がない」が同程度の割合

となっています。 

○性別でみると、男性は「関心がない」、女性は「関心がある」が最も高くなっています。 

○年代別でみると、30 歳代では「関心がある」「関心がない」が同率で最も高く、70 歳以上

では「関心がある」、それ以外の年代では「関心がない」が最も高くなっています。また、

参加率が最も高い年代は、70 歳以上（18.5％）、次いで 20 歳代（18.2％）、40 歳代

（13.0％）となっています。 

 

 

  

13.4 

14.1 

13.3 

13.6 

11.1 

18.2 

11.4 

13.0 

12.5 

8.8 

18.5 

5.6 

6.0 

4.2 

6.8 

2.9 

2.2 

4.2 

6.2 

8.5 

35.6 

36.5 

34.3 

37.6 

44.4 

36.4 

42.9 

37.0 

33.3 

34.5 

35.4 

38.1 

32.9 

39.8 

36.2 

33.3 

45.5 

42.9 

41.3 

50.0 

44.2 

25.4 

7.3 

10.5 

8.4 

5.9 

11.1 

6.5 

6.2 

12.3 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（５）ＰＴＡ、子ども会・保護者会などの活動 

○PTA、子ども会・保護者会などの活動については、「関心がない」が56.8％と最も高く、次

いで「関心がある」16.2％、「現在参加」11.6％となっています。 

○前回調査との比較では、「関心がない」が 13.0 ポイント高くなっています。 

○性別でみると、男女ともに「関心がない」が最も高く、５割を超えています。 

○年代別でみると、どの年代も「関心がない」が最も高く、特に20歳代では７割を超えてい

ます。また、参加率が最も高いのは、40 歳代（43.5％）、次いで 30 歳代（28.6％）、50 歳

代（18.8％）となっています。 

 

 

  

11.6 

15.8 

10.8 

12.2 

28.6 

43.5 

18.8 

4.4 

1.5 

1.5 

2.6 

1.2 

1.8 

9.1 

2.9 

2.2 

0.9 

1.5 

16.2 

16.7 

17.5 

14.0 

33.3 

18.2 

8.6 

2.2 

22.9 

15.9 

19.2 

56.8 

43.8 

55.4 

59.3 

55.6 

72.7 

60.0 

47.8 

54.2 

64.6 

53.1 

13.9 

21.2 

15.1 

12.7 

11.1 

4.3 

4.2 

14.2 

24.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（６）消費者問題に関する活動（生協リーダーを含む） 

○消費者問題に関する活動については、「関心がない」が 71.5％と最も高く、次いで「関心

がある」17.7％、「現在参加」「今後参加」がともに 0.8％となっています。 

○前回調査との比較では、「関心がない」が 10.2 ポイント高くなっています。 

○性別でみると、男女ともに７割前後が「関心がない」と回答しています。 

○年代別でみると、どの年代も「関心がない」が最も高く、特に 20 歳代～40 歳代では８割

を超えています。また、参加率はどの年代も１割以下となっています。 
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33.3 

18.2 

5.7 

10.9 

18.8 

16.8 

22.3 

71.5 

61.3 

69.3 

74.2 

55.6 

81.8 

94.3 

82.6 

79.2 

75.2 

56.9 

9.3 

15.0 

11.4 

7.2 

11.1 

6.5 

7.1 

17.7 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（７）女性問題の学習や男女共同参画のための活動 

○女性問題の学習や男女共同参画のための活動については、「関心がない」が 58.6％と最も

高く、次いで「関心がある」28.8％、「現在参加」2.3％となっています。 

○前回調査との比較では、「関心がない」が 11.4 ポイント高くなっています。 

○性別でみると、男女ともに約６割は「関心がない」回答していますが、約３割は「関心が

ある」と回答しています。 

○年代別でみると、どの年代も「関心がない」が最も高く、特に30歳代では８割を超えてい

ます。また、参加率はどの年代も１割以下となっています。 
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85.7 
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68.8 

54.9 

47.7 

9.8 

15.6 

12.0 
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11.1 

6.5 

9.7 

16.9 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（８）高齢者、障がい者のための活動 

○高齢者、障がい者のための活動については、「関心がある」が 44.7％と最も高く、次いで

「関心がない」37.4％、「現在参加」6.3％となっています。 

○性別でみると、男性は「関心がない」、女性は「関心がある」が最も高くなっています。 

○年代別でみると、30 歳代～50 歳代では「関心がない」が最も高く、それ以外の年代では

「関心がある」が最も高くなっています。また、参加率はどの年代も１割以下となってい

ます。 

 

 

  

6.3 

6.6 

6.0 

6.3 

2.9 

6.5 

8.3 

9.7 

4.6 

3.8 

3.8 

3.0 

4.1 

11.1 

2.9 

2.1 

2.7 

6.9 

44.7 

42.9 

40.4 

48.4 

44.4 

72.7 

28.6 

39.1 

43.8 

48.7 

46.2 

37.4 

32.3 

41.0 

35.3 

33.3 

27.3 

65.7 

47.8 

45.8 

34.5 

26.9 

7.8 

14.3 

9.6 

5.9 

11.1 

6.5 

4.4 

15.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（９）自然保護、公害防止など環境保護に関するボランティア活動 

○自然保護、公害防止など環境保護に関するボランティア活動については、「関心がある」が

43.7％と最も高く、次いで「関心がない」41.9％となっており、「関心がある」「関心がな

い」が同程度の割合となっています。 

○性別でみると、男女ともに「関心がある」が最も高くなっていますが、４割前後は「関心

がない」と回答しています。 

○年代別でみると、30 歳代～50 歳代では「関心がない」が最も高く、それ以外の年代では

「関心がある」が最も高くなっています。また、参加率はどの年代も１割以下となってい

ます。 

 

 

  

3.3 

2.4 

5.4 

1.8 

2.9 

2.2 

2.1 

5.3 

3.1 

2.0 

2.4 

2.4 

1.8 

11.1 

0.9 

4.6 

43.7 

47.0 

42.8 

44.8 

33.3 

72.7 

25.7 

41.3 

43.8 

45.1 

46.9 

41.9 

34.0 

38.6 

44.3 

44.4 

27.3 

71.4 

50.0 

54.2 

40.7 

29.2 

9.1 

14.3 

10.8 

7.2 

11.1 

6.5 

8.0 

16.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（１０）国際交流、国際化、国際平和などに関する活動 

○国際交流、国際化、国際平和などに関する活動については、「関心がない」が 59.8％と最

も高く、次いで「関心がある」28.5％、「現在参加」1.0％となっています。 

○前回調査との比較では、「関心がない」が約 10ポイント高くなっています。 

○性別でみると、男女ともに「関心がない」が最も高く、女性は男性と比べて約10ポイント

高くなっています。 

○年代別でみると、どの年代も「関心がない」が最も高く、特に30歳代では７割を超えてい

ます。また、20 歳代では「関心がある」が４割を超えており、他の年代に比べて高くなっ

ています。 

 

 

  

1.0 

3.0 

1.8 

2.1 

1.8 

0.8 

0.5 

1.9 

0.9 

11.1 

0.8 

28.5 

29.5 

31.9 

25.8 

22.2 

45.5 

22.9 

30.4 

35.4 

29.2 

25.4 

59.8 

50.6 

54.8 

64.3 

55.6 

54.5 

77.1 

63.0 

62.5 

61.1 

53.8 

10.1 

15.0 

13.3 

7.2 

11.1 

6.5 

8.0 

19.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（１１）地域の文化を活発にする活動 

○地域の文化を活発にする活動については、「関心がある」が 42.9％と最も高く、次いで

「関心がない」41.4％となっており、「関心がある」「関心がない」が同程度の割合となっ

ています。 

○性別でみると、男性は「関心がある」、女性は「関心がない」が最も高くなっています。

また、女性は男性と比べて「関心がない」が 10.2 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、30 歳代～50 歳代では「関心がない」、それ以外の年代では「関心がある」

が最も高くなっています。また、参加率が最も高い年代は、50 歳代（12.5％）となってい

ます。 

 

 

  

5.8 

5.8 

6.6 

5.4 
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4.3 

12.5 

6.2 

4.6 

0.8 

3.8 

1.2 
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1.5 

42.9 

38.9 

45.2 

41.6 

44.4 

54.5 

31.4 

41.3 

29.2 

48.7 

46.2 

41.4 

37.0 

35.5 

45.7 

44.4 

45.5 

62.9 

47.8 

56.3 

37.2 

31.5 

9.1 

14.5 

11.4 

6.8 

11.1 

6.5 

8.0 

16.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（１２）食や農を理解してもらう活動 

○食や農を理解してもらう活動については、「関心がある」が 43.7％と最も高く、次いで

「関心がない」40.2％となっており、「関心がある」「関心がない」が同程度の割合となっ

ています。 

○性別でみると、男女ともに「関心がある」が最も高くなっていますが、４割前後は「関心

がない」と回答しています。 

○年代別でみると、20 歳代では「関心がある」「関心がない」が同率で最も高く、30 歳代～

50 歳代では「関心がない」、60 歳代以上では「関心がある」が最も高くなっています。ま

た、参加率はどの年代も１割以下となっています。 
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42.3 

40.2 
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37.3 
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33.3 

45.5 
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52.2 

47.9 

37.2 

31.5 
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11.4 
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8.0 

16.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（１３）その他 

○その他の活動については、「関心がない」が 27.3％と最も高く、次いで「関心がある」

3.0％、「現在参加」0.8％となっています。 

○性別及び年代別でみると、「関心がない」が最も高く、20歳代では９割を超えています。 
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1.1 

1.2 

0.5 

11.1 

2.9 

0.9 

3.0 

0.9 

3.6 

2.7 

9.1 

8.6 
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31.3 

24.0 

55.6 
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45.7 
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15.9 

11.5 

68.9 

85.9 

63.9 

72.9 

33.3 

42.9 

60.9 

45.8 

81.4 

84.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在参加 今後参加 関心がある 関心がない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

問１９ あなたが、地域活動に参加するうえで障害となっていることはどのようなこと
だと思いますか。（複数回答） 

○地域活動等への参加を妨げている要因については、「仕事が忙しく時間に余裕がない」が

36.4％と最も高く、次いで「気軽に参加できる雰囲気がない」22.5％、「自分に適した活動

が見つからない」21.2％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「仕事が忙しく時間に余裕がない」が最も高くなっています。

また、女性は男性と比べて「一緒に参加する仲間がいない」が約10ポイント高くなってい

ます。 

 

 

  

12.9 

21.2 

12.6 

36.4 

22.5 

14.4 

3.0 

17.4 

17.2 

12.4 

15.7 

5.8 

6.3 

15.6 

22.4 

15.2 

36.1 

18.6 

10.3 

2.4 

18.4 

13.0 

10.0 

17.7 

6.6 

7.3 

12.7 

19.9 

12.0 

41.6 

20.5 

15.1 

1.8 

12.0 

17.5 

12.0 

18.1 

4.8 

9.0 

13.1 

22.2 

13.1 

33.5 

23.5 

13.6 

4.1 

21.3 

16.3 

12.7 

13.6 

6.3 

3.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

活動の場や機会が身近にない

自分に適した活動が見つからない

地域活動に関する情報が少ない

仕事が忙しく時間に余裕がない

気軽に参加できる雰囲気がない

経済的に余裕がない

家族の協力や理解が得られない

一緒に参加する仲間がいない

他人と一緒に活動するのがわずらわしい

地域活動に関心がない

特に障害はない

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

７．子どもの教育について 

問２０ 次のようなことがらについて、あなたはどのように思われますか。（単数回答） 

○子どもの育て方や教育に対する考え方について尋ねたところ、『「男は男らしく」「女は女

らしく」育てる』「男性は外で働き、女性は家庭を守るように育てる」では、『反対：どち

らかといえば反対＋反対』が『賛成：賛成＋どちらかといえば賛成』を上回っています。

また、「性別にかかわりなく仕事を持ち、経済的に自立できるように育てる」「性別にかか

わりなく炊事・掃除・洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせる」では９割以上が

『賛成』と回答しています。 

 

 

  

9.6

70.7

67.4

2.0

23.2

21.7

26.5

8.1

22.7

0.5

0.3

23.7

27.3

0.5

0.8

52.8

14.1

3.8

2.8

10.4

3.0

2.8

2.3

3.0

（１）「男は男らしく」「女は女らしく」育てる

（２）性別にかかわりなく仕事を持ち、

経済的に自立できるように育てる

（３）性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯など、

生活に必要な技術を身につけさせる

（４）男性は外で働き、女性は家庭

を守るように育てる

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=396)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答



 

 

（１）「男は男らしく」「女は女らしく」育てる 

○「男は男らしく」「女は女らしく」育てるという考え方については、「反対」が 27.3％と最

も高く、次いで「どちらかといえば賛成」23.2％、「どちらかといえば反対」22.7％となっ

ており、『反対』が『賛成』を上回っています。 

○前回調査との比較では、『反対』が高く、『賛成』が低くなっており、10 ポイント以上差が

生じています。 

○性別でみると、男性は「どちらかといえば賛成」、女性は「反対」が最も高くなっていま

す。また、男性は女性と比べて『賛成』が高く、『反対』が低くなっており、15 ポイント

以上差が生じています。 

○年代別でみると、60歳代までは『反対』、70歳以上では『賛成』が５割を超えています。 
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11.5 

16.9 
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2.9 

6.5 

8.3 

8.0 

14.6 

23.2 

32.9 

27.1 

21.3 

22.2 

5.7 

13.0 

22.9 

21.2 

36.2 

22.7 

19.7 

19.3 

24.4 

22.2 

36.4 

40.0 

17.4 

22.9 

27.4 

13.8 

27.3 

19.9 

20.5 

33.0 

44.4 

36.4 

28.6 

50.0 

31.3 

28.3 

15.4 

14.1 

10.9 

11.4 

15.4 

11.1 

9.1 

22.9 

10.9 

14.6 

12.4 

14.6 

3.0 

5.1 

4.8 

1.4 

2.2 

2.7 

5.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（２）性別にかかわりなく仕事を持ち、経済的に自立できるように育てる 

○性別にかかわりなく仕事を持ち、経済的に自立できるように育てるという考え方について

は、「賛成」が 70.7％と最も高く、次いで「どちらかといえば賛成」21.7％となっており、

９割が『賛成』と回答しています。 

○前回調査との比較では、「賛成」が 10.9 ポイント高くなっています。 

○性別及び年代別でみても、９割以上が『賛成』と回答しています。 

 

 

  

70.7 

59.8 

69.3 

71.5 

100.0 

72.7 

80.0 

80.4 

68.8 

69.0 

64.6 

21.7 

29.7 

21.1 

23.1 

27.3 

14.3 

13.0 

27.1 

23.0 

25.4 

0.5 
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1.8 

0.5 

1.2 

2.1 

0.9 

3.8 

4.3 

3.0 

4.1 

5.7 

4.3 

2.1 

2.7 
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2.8 

5.1 

4.2 

1.4 

2.2 

2.7 

4.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（３）性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせる 

○性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせるという考

え方については、「賛成」が 67.4％と最も高く、次いで「どちらかといえば賛成」26.5％

となっており、９割が『賛成』と回答しています。 

○性別及び年代別でみても、９割以上が『賛成』と回答しています。 

 

 

  

67.4 

59.2 

62.0 

71.5 

100.0 

72.7 

77.1 

76.1 

72.9 

66.4 

58.5 

26.5 

31.2 

30.7 

24.0 

27.3 

14.3 

19.6 

25.0 

29.2 

32.3 

0.3 

1.3 

0.6 

0.8 

0.8 
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1.2 

0.5 

2.2 

2.1 

0.9 
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2.4 

2.7 
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1.4 
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令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（４）男性は外で働き、女性は家庭を守るように育てる 

○男性は外で働き、女性は家庭を守るように育てるという考え方については、「反対」が

52.8％と最も高く、次いで「どちらかといえば反対」23.7％、「わからない」10.4％となっ

ており、７割が『反対』と回答しています。 

○性別でみると、男女ともに『反対』が『賛成』を上回っており、女性は男性と比べて『反

対』が 11.3 ポイント高くなっています。 

○年代別でみても、どの年代も『反対』が『賛成』を上回っており、20 歳代～40 歳代及び

60歳代では『反対』が８割を超えています。 

 

 

  

2.0 

1.5 

3.6 

0.9 

2.9 

4.2 

1.8 

2.3 

8.1 

7.5 

10.8 

5.4 

11.1 

9.1 

5.7 

6.5 

2.1 

4.4 

13.8 

23.7 

28.8 

24.7 

24.0 

11.1 

27.3 

31.4 

19.6 

18.8 

23.0 

26.9 

52.8 

46.4 

46.4 

58.4 

66.7 

54.5 

48.6 

65.2 

60.4 

58.4 

41.5 

10.4 

10.0 

10.2 

9.5 

11.1 

9.1 

11.4 

6.5 

14.6 

9.7 

10.0 

3.0 

5.8 

4.2 

1.8 

2.2 

2.7 

5.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

問２１ 進路の選択について、性別が影響すると感じたことはありますか。（単数回答） 

○進路選択時に、性別が影響すると感じた経験の有無については、「感じたことはない」が

38.9％と最も高く、次いで「感じたことがある」28.0％、「わからない」21.0％となってい

ます。 

○性別でみると、男女ともに「感じたことはない」が最も高くなっています。 

○年代別でみると、20 歳代では「わからない」、それ以外の年代では「感じたことはない」

が最も高くなっています。 

 

 

  

28.0 

29.5 

27.1 

11.1 

27.3 

28.6 

34.8 

29.2 

30.1 

24.6 

38.9 

40.4 

38.9 

44.4 

18.2 

37.1 

41.3 

45.8 

38.1 

38.5 

21.0 

16.9 

23.1 

44.4 

36.4 

25.7 

10.9 

20.8 

21.2 

20.0 

12.1 

13.3 

10.9 

18.2 

8.6 

13.0 

4.2 

10.6 

16.9 

令和7年度調査

(n=396)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じたことがある 感じたことはない わからない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

８．ドメスティック・バイオレンス(配偶者・恋人間の暴力)につ
いて 

問２２ あなたの配偶者または恋人が、次の（１）～（12）にあげるようなことをした
場合、それを暴力だと思いますか。（単数回答） 

○配偶者やパートナーから受けた行為が、暴力行為だと感じるか尋ねたところ、いずれも

「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に「刃物などを突きつけて、おどす」

は９割を超えています。また、「大声でどなる」「何を言っても無視し続ける」については、

３割前後が「暴力の場合とそうでない場合がある」と回答しており、「暴力にあたるとは

思わない」はいずれも１割以下となっています。 

 

 

  

84.3

87.4

80.6

94.9

66.7

59.6

81.3

81.3

86.6

83.6

76.5

71.0

12.4

8.3

14.9

1.3

29.3

32.3

13.6

11.6

8.1

11.4

15.9

19.4

0.8

1.5

1.5

1.0

1.3

4.5

1.5

3.5

2.3

2.3

4.3

5.6

2.5

2.8

3.0

2.8

2.8

3.5

3.5

3.5

3.0

2.8

3.3

4.0

（１）パートナーをたたいたり殴ったりする

（２）ものを投げつける

（３）殴るふりをして、おどす

（４）刃物などを突きつけて、おどす

（５）大声でどなる

（６）何を言っても無視し続ける

（７）人格を否定するような暴言を吐く

（８）見たくないのにわいせつな

動画や雑誌を見せる

（９）いやがっているのに性的行為

を強要する

（10）「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」という

（11）生活費を渡さない

（12）交友関係や電話、メール

を細かくチェックする

0% 20% 40% 60% 80% 100%令和７年度調査(n=396)

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答



 

 

（１）パートナーをたたいたり殴ったりする 

○パートナーをたたいたり殴ったりするという行為については、「どんな場合も暴力にあた

ると思う」が 84.3％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」12.4％、

「暴力にあたるとは思わない」0.8％となっています。 

○前回調査との比較では、「どんな場合も暴力にあたると思う」が高く、「暴力の場合とそう

でない場合がある」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○性別及び年代別でみても、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に 20 歳代

及び 40 歳代では９割を超えています。また、30 歳代では「暴力の場合とそうでない場合

がある」が２割を超えており、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

  

84.3 

69.7 

84.9 

83.7 

77.8 

90.9 

74.3 

93.5 

83.3 

85.8 

83.1 

12.4 

22.9 

10.8 

14.0 

22.2 

9.1 

25.7 

6.5 

12.5 

11.5 

11.5 

0.8 

2.4 

1.2 

0.5 

4.2 

0.8 

2.5 

5.1 

3.0 

1.8 

2.7 

4.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（２）ものを投げつける 

○ものを投げつけるという行為については、「どんな場合も暴力にあたると思う」が 87.4％

と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」8.3％、「暴力にあたるとは思

わない」1.5％となっています。 

○性別及び年代別でみても、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に 30 歳代

～40 歳代では９割を超えています。また、20 歳代では「暴力の場合とそうでない場合が

ある」が２割を超えており、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

  

87.4 

79.9 

85.5 

88.7 

100.0 

72.7 

91.4 

95.7 

87.5 

81.4 

89.2 

8.3 

13.7 

9.0 

8.1 

27.3 

8.6 

4.3 

6.3 

14.2 

4.6 

1.5 

1.1 

2.4 

0.9 

6.3 

1.8 

0.8 

2.8 

5.3 

3.0 

2.3 

2.7 

5.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（３）殴るふりをして、おどす 

○殴るふりをして、おどすという行為については、「どんな場合も暴力にあたると思う」が

80.6％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」14.9％、「暴力にあたる

とは思わない」1.5％となっています。 

○前回調査との比較では、「どんな場合も暴力にあたると思う」が 11.4 ポイント高くなって

います。 

○性別及び年代別でみても、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に 40 歳代

では９割を超えています。 

 

 

  

80.6 

69.2 

77.7 

82.8 

88.9 

81.8 

80.0 

91.3 

79.2 

83.2 

74.6 

14.9 

20.3 

16.9 

13.6 

11.1 

18.2 

17.1 

8.7 

16.7 

14.2 

16.9 

1.5 

4.9 

2.4 

0.9 

2.9 

4.2 

2.3 

3.0 

5.6 

3.0 

2.7 

2.7 

6.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（４）刃物などを突きつけて、おどす 

○刃物などを突きつけて、おどすという行為については、「どんな場合も暴力にあたると思

う」が 94.9％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」1.3％、「暴力に

あたるとは思わない」1.0％となっています。 

○性別及び年代別でみても、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、９割を超え

ています。 

 

 

  

94.9 

93.2 

94.0 

95.9 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

95.8 

96.5 

90.0 

1.3 

0.9 

1.2 

1.4 

0.9 

3.1 

1.0 

0.9 

1.8 

0.5 

4.2 

1.5 

2.8 

5.1 

3.0 

2.3 

2.7 

5.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（５）大声でどなる 

○大声でどなるという行為については、「どんな場合も暴力にあたると思う」が 66.7％と最

も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」29.3％、「暴力にあたるとは思わな

い」1.3％となっています。 

○前回調査との比較では、「どんな場合も暴力にあたると思う」が 10.3 ポイント高くなって

います。 

○性別でみると、男女ともに「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、６割を超え

ています。 

○年代別でみると、30 歳代では「暴力の場合とそうでない場合がある」、それ以外の年代で

は「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高くなっています。 

 

 

  

66.7 

56.4 

63.9 

68.8 

66.7 

63.6 

48.6 

73.9 

77.1 

69.0 

63.1 

29.3 

34.4 

30.7 

28.5 

33.3 

36.4 

51.4 

23.9 

18.8 

27.4 

30.8 

1.3 

3.8 

2.4 

0.5 

2.2 

4.2 

1.5 

2.8 

5.3 

3.0 

2.3 

3.5 

4.6 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（６）何を言っても無視し続ける 

○何を言っても無視し続けるという行為については、「どんな場合も暴力にあたると思う」が

59.6％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」32.3％、「暴力にあたる

とは思わない」4.5％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、女性は男性

と比べて 11.7 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、どの年代も「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に50歳

代では７割を超えています。また、20 歳代では「暴力にあたるとは思わない」が３割を超

えており、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

  

59.6 

51.9 

53.0 

64.7 

44.4 

45.5 

54.3 

60.9 

70.8 

64.6 

53.8 

32.3 

35.3 

37.3 

28.5 

55.6 

18.2 

40.0 

34.8 

27.1 

30.1 

33.8 

4.5 

7.1 

5.4 

4.1 

36.4 

5.7 

2.2 

2.1 

1.8 

6.2 

3.5 

5.8 

4.2 

2.7 

2.2 

3.5 

6.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（７）人格を否定するような暴言を吐く 

○人格を否定するような暴言を吐くという行為については、「どんな場合も暴力にあたると

思う」が 81.3％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」13.6％、「暴

力にあたるとは思わない」1.5％となっています。 

○性別及び年代別でみても、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、女性及び 30

歳代～60 歳代では８割を超えています。また、20 歳代では「暴力の場合とそうでない場

合がある」が２割を超えており、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

  

81.3 

79.3 

75.9 

85.1 

88.9 

72.7 

88.6 

87.0 

83.3 

84.1 

74.6 

13.6 

13.5 

16.9 

11.8 

11.1 

27.3 

8.6 

13.0 

12.5 

11.5 

16.9 

1.5 

1.7 

2.4 

0.9 

2.9 

4.2 

2.3 

3.5 

5.6 

4.8 

2.3 

4.4 

6.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（８）見たくないのにわいせつな動画や雑誌を見せる 

○見たくないのにわいせつな動画や雑誌を見せるという行為については、「どんな場合も暴

力にあたると思う」が 81.3％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」

11.6％、「暴力にあたるとは思わない」3.5％となっています。 

○性別及び年代別でみても、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に 20 歳代

では９割を超えています。 

 

 

  

81.3 

72.6 

77.1 

84.6 

100.0 

90.9 

88.6 

84.8 

89.6 

83.2 

71.5 

11.6 

15.4 

15.1 

9.0 

8.6 

15.2 

4.2 

12.4 

15.4 

3.5 

5.1 

4.2 

3.2 

9.1 

2.9 

6.3 

0.9 

6.2 

3.5 

6.8 

3.6 

3.2 

3.5 

6.9 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（９）いやがっているのに性的行為を強要する 

○いやがっているのに性的行為を強要するという行為については、「どんな場合も暴力にあ

たると思う」が86.6％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」8.1％、

「暴力にあたるとは思わない」2.3％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、女性は男性

と比べて 10.3 ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に 20歳代～30歳代

では９割を超えています。 

 

 

  

86.6 

80.8 

80.7 

91.0 

100.0 

90.9 

94.3 

89.1 

87.5 

89.4 

80.0 

8.1 

10.7 

12.0 

5.4 

9.1 

2.9 

10.9 

6.3 

8.0 

10.0 

2.3 

2.8 

3.6 

1.4 

2.9 

4.2 

4.6 

3.0 

5.8 

3.6 

2.3 

2.1 

2.7 

5.4 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（１０）「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」という 

○「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」という行為については、「どん

な場合も暴力にあたると思う」が 83.6％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場

合がある」11.4％、「暴力にあたるとは思わない」2.3％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、女性は男性

と比べて約 10ポイント高くなっています。 

○年代別でみると、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に 20歳代～60歳代

では８割を超えています。また、20 歳代では「暴力にあたるとは思わない」が他の年代に

比べて高くなっています。 

 

 

  

83.6 

76.5 

78.3 

87.8 

100.0 

81.8 

85.7 

89.1 

87.5 

87.6 

75.4 

11.4 

14.5 

15.7 

8.1 

11.4 

10.9 

8.3 

10.6 

15.4 

2.3 

3.0 

3.0 

1.8 

18.2 

2.9 

4.2 

3.1 

2.8 

6.0 

3.0 

2.3 

1.8 

6.2 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（１１）生活費を渡さない 

○生活費を渡さないという行為については、「どんな場合も暴力にあたると思う」が 76.5％

と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」15.9％、「暴力にあたるとは思

わない」4.3％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高くなっています。

また、女性は男性と比べて「どんな場合も暴力にあたると思う」が高く、「暴力の場合と

そうでない場合がある」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○年代別でみると、どの年代も「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高く、特に40歳

代～60 歳代では８割を超えています。また、20 歳代では「暴力にあたるとは思わない」

が他の年代に比べて高くなっています。 

 

 

  

76.5 

73.3 

70.5 

81.4 

66.7 

54.5 

71.4 

82.6 

83.3 

81.4 

71.5 

15.9 

15.4 

22.3 

10.9 

33.3 

18.2 

22.9 

15.2 

12.5 

15.0 

15.4 

4.3 

4.9 

3.0 

5.4 

27.3 

5.7 

2.2 

4.2 

0.9 

6.2 

3.3 

6.4 

4.2 

2.3 

2.7 

6.9 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

（１２）交友関係や電話、メールを細かくチェックする 

○交友関係や電話、メールを細かくチェックするという行為については、「どんな場合も暴

力にあたると思う」が 71.0％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」

19.4％、「暴力にあたるとは思わない」5.6％となっています。 

○性別及び年代別でみても、「どんな場合も暴力にあたると思う」が最も高くなっています。

また、30 歳代では「暴力の場合とそうでない場合がある」が３割を超えており、他の年代

と比べて高くなっています。 

 

 

  

71.0 

64.1 

66.9 

74.7 

55.6 

72.7 

57.1 

78.3 

75.0 

72.6 

70.0 

19.4 

24.1 

21.7 

17.2 

33.3 

9.1 

31.4 

15.2 

20.8 

20.4 

16.9 

5.6 

4.5 

6.6 

5.0 

11.1 

18.2 

11.4 

4.3 

4.2 

3.5 

5.4 

4.0 

7.3 

4.8 

3.2 

2.2 

3.5 

7.7 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

問２３ 夫婦間（恋人間も含む。）での次の行為について、あなたがこの１年以内に経
験したことを選んでください。（複数回答） 

○この１年以内に夫婦間で経験した行為については、「１～６までを経験したことはない」が

75.5％と最も高く、それ以外の行為の経験率はいずれも１割以下となっています。 

○性別でみても、「１～６までを経験したことはない」が最も高く、７割を超えています。 

 

 

  

1.5 

0.8 

1.3 

1.3 

3.8 

0.5 

75.5 

16.9 

1.1 

0.6 

1.5 

0.9 

2.8 

4.1 

76.5 

14.5 

1.2 

0.0 

0.0 

1.8 

4.8 

0.0 

73.5 

18.7 

1.8 

1.4 

2.3 

0.9 

3.2 

0.5 

76.9 

15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

パートナーに「誰のおかげでおまえは

食べられるんだ」といわれる

パートナーに殴るなど暴力を振るわれる

意に反して性的な行為を強要される

外出や電話などを細かく監視される

大事な決めごとをするとき、

意見を無視される

その他

１～６までを経験したことはない

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

【問２３で「１．」～「６．」に 1 つでも答えた方のみ】 

問２４ あなたは、その受けた行為について誰かに打ち明けたり、相談したりしました
か。（単数回答） 

○夫婦間で受けた行為の相談状況については、「相談した」が 20.0％、「相談しなかった」が

66.7％となっており、「相談しなかった」が「相談した」を上回っています。 

○前回調査との比較では、「相談した」が低く、「相談しなかった」が高くなっており、10 ポ

イント以上差が生じています。 

○性別でみると、男女ともに「相談しなかった」が６割を超えており、「相談した」を上回

っていますが、女性は男性と比べて「相談した」が 23.6 ポイント高くなっています。 

○年代別については、回答数が少ないため参考程度。 

 

 

  

20.0 

38.1 

7.7 

31.3 

0.0 

16.7 

37.5 

20.0 

66.7 

52.4 

69.2 

68.8 

100.0 

50.0 

100.0 

66.7 

62.5 

60.0 

13.3 

9.5 

23.1 

50.0 

16.7 

20.0 

令和7年度調査

(n=30)

令和3年度調査

(n=42)

男性

(n=13)

女性

(n=16)

10歳代

(n=0)

20歳代

(n=1)

30歳代

(n=2)

40歳代

(n=3)

50歳代

(n=6)

60歳代

(n=8)

70歳以上

(n=10)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談した 相談しなかった 無回答

性

別

年

代

別



 

 

【問２４で「１．相談した」と答えた方のみ】 

問２５ あなたが相談した人（場所）を教えてください。（複数回答） 

○夫婦間で受けた行為の相談先については、回答数が少ないため参考程度。 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

0.0 

6.3 

6.3 

43.8 

31.3 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

60.0 

60.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警察に連絡・相談した

配偶者暴力相談支援センターに相談した

その他公的機関に相談した

人権擁護委員、民生委員、

自治委員などに相談した

民間の専門家や専門機関に相談した

医療関係者に相談した

学校関係者相談した

家族や親せきに相談した

友人、知人に相談した

その他

無回答

令和7年度調査(n=6)

令和3年度調査(n=16)

男性(n=1)

女性(n=5)



 

 

【問２４で「２．相談しなかった」と答えた方のみ】 

問２６ 相談しなかった理由は何ですか。（複数回答） 

○夫婦間で受けた行為を相談しなかった理由については、「相談しても無駄だと思った」が

50.0％と最も高く、次いで「相談するほどのことではないと思った」35.0％、「自分さえ我

慢すればなんとかこのままやっていけると思った」30.0％となっています。 

○性別については、回答数が少ないため参考程度。 

 

 

  

0.0 

15.0 

50.0 

0.0 

0.0 

30.0 

10.0 

15.0 

0.0 

10.0 

10.0 

0.0 

15.0 

35.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

55.6 

0.0 

0.0 

44.4 

11.1 

0.0 

0.0 

11.1 

22.2 

0.0 

11.1 

44.4 

0.0 

0.0 

0.0 

18.2 

45.5 

0.0 

0.0 

18.2 

9.1 

27.3 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

18.2 

27.3 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

誰（どこ）に相談してよいのかわからなかった

恥ずかしくて 誰にも言えなかった

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思った

配偶者、恋人などに「誰にも言うな」

と脅された

自分さえ我慢すればなんとかこのまま

やっていけると思った

世間体が悪い

他人を巻き込みたくなかった

他人に知られると、これまで通りの付き

合いができなくなると思った

そのことについて思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

相手と別れた後の自立に不安があった

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

令和7年度調査(n=20)

男性(n=9)

女性(n=11)



 

 

９．男女の人権について 

問２７ あなたは職場や地域社会などで次のような経験をしたことがありますか。この
１年以内に経験したことを選んでください。（複数回答） 

○この１年以内に職場や地域社会で受けた行為については、「１～10 までを経験したことは

ない」が 75.3％と最も高く、それ以外の行為の経験率はいずれも１割以下となっています。 

○性別でみても、男女ともに「１～10 までを経験したことはない」が最も高く、７割を超え

ています。 

 

 

  

5.1 

2.0 

1.3 

0.5 

0.5 

1.3 

0.5 

0.3 

0.5 

75.3 

16.7 

7.3 

2.4 

2.1 

0.9 

1.1 

1.5 

0.2 

0.6 

0.2 

72.9 

16.7 

5.4 

2.4 

0.0 

0.0 

0.6 

1.2 

0.6 

0.0 

0.6 

73.5 

19.3 

4.5 

1.8 

2.3 

0.9 

0.5 

1.4 

0.5 

0.5 

0.5 

76.5 

14.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

「結婚はまだ？」「子どもは？」

としつこく聞かれる

性的な冗談や質問、ひやかしの言葉

をしつこく聞かされる

本人の意に反して、からだに

触られる、抱きつかれる

執拗につきまとわれる

「異性関係が派手だ」など、

性的なうわさを流される

接待や宴会等で、お酌やデュエット

を強要される

地位や権限を利用して、

性的関係を迫られる

電車などで痴漢行為を受ける

その他

１～10までを経験したことはない

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

【問２７で「１．」～「10．」に 1 つでも答えた方のみ】 

問２８ あなたは、その受けた行為について誰かに打ち明けたり、相談したりしました
か。（単数回答） 

○職場や地域社会で受けた行為の相談状況については、「相談した」が 28.1％、「相談しなか

った」が 65.6％となっており、「相談しなかった」が「相談した」を上回っています。 

○前回調査との比較では、「相談した」が高く、「相談しなかった」が低くなっており、15 ポ

イント以上差が生じています。 

○性別でみると、男女ともに「相談しなかった」が「相談した」を上回っており、男性は

「相談しなかった」が８割を超えています。また、男性は女性と比べて「相談した」が低

く、「相談しなかった」が高くなっており、25ポイント以上差が生じています。 

○年代別については、回答数が少ないため参考程度。 

 

 

  

28.1 

10.2 

8.3 

36.8 

0.0 

100.0 

18.2 

50.0 

20.0 

16.7 

25.0 

65.6 

85.7 

83.3 

57.9 

81.8 

50.0 

80.0 

83.3 

25.0 

6.3 

4.1 

8.3 

5.3 

50.0 

令和7年度調査

(n=32)

令和3年度調査

(n=49)

男性

(n=12)

女性

(n=19)

10歳代

(n=0)

20歳代

(n=2)

30歳代

(n=11)

40歳代

(n=4)

50歳代

(n=5)

60歳代

(n=6)

70歳以上

(n=4)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談した 相談しなかった 無回答

性

別

年

代

別



 

 

【問２８で「１．相談した」と答えた方のみ】 

問２９ あなたが相談した人（場所）を教えてください。（複数回答） 

○職場や地域社会で受けた行為の相談先については、回答数が少ないため参考程度。 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

88.9 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

80.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

85.7 

14.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警察に連絡・相談した

配偶者暴力相談支援センターに相談した

その他公的機関に相談した

人権擁護委員、民生委員、

自治委員などに相談した

民間の専門家や専門機関に相談した

医療関係者に相談した

学校関係者に相談した

家族や親せきに相談した

友人、知人に相談した

その他

無回答

令和7年度調査(n=9)

令和3年度調査(n=5)

男性(n=1)

女性(n=7)



 

 

【問２８で「２．相談しなかった」と答えた方のみ】 

問３０ 相談しなかった理由は何ですか。（複数回答） 

○職場や地域社会で受けた行為を相談しなかった理由については、「相談しても無駄だと思

った」が 42.9％と最も高く、次いで「相談するほどのことではないと思った」38.1％、

「自分さえ我慢すればなんとかこのままやっていけると思った」23.8％となっています。 

○性別でみると、男性は「相談するほどのことではないと思った」、女性は「相談しても無

駄だと思った」が最も高くなっています。また、男性は女性と比べて「自分にも悪いとこ

ろがあると思った」「相談するほどのことではないと思った」が高く、「世間体が悪い」

「その他」が低くなっており、15ポイント以上差が生じています。 

 

 

  

4.8 

4.8 

42.9 

9.5 

23.8 

9.5 

4.8 

0.0 

4.8 

9.5 

38.1 

9.5 

0.0 

0.0 

10.0 

40.0 

10.0 

20.0 

0.0 

10.0 

0.0 

0.0 

20.0 

60.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

45.5 

9.1 

27.3 

18.2 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

18.2 

18.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

誰（どこ）に相談してよいのか

わからなかった

恥ずかしくて 誰にも言えなかった

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると、もっと

ひどい言動を受けると思った

自分さえ我慢すればなんとかこの

ままやっていけると思った

世間体が悪い

他人を巻き込みたくなかった

他人に知られると、これまで通りの

付き合いができなくなると思った

そのことについて思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

令和7年度調査(n=21)

男性(n=10)

女性(n=11)



 

 

問３１ ＬＧＢＴＱなどの性的マイノリティの人たちの人権を守るためには、どのよう
なことが必要だと思いますか。（複数回答） 

○ＬＧＢＴＱなどの性的マイノリティの人たちの人権を守るために必要なことについては、

「学校等、子どものころからの教育や啓発」が 43.4％と最も高く、次いで「社会全体での

教育や啓発」40.7％、「社会制度（法制度や条例制定等）の整備」17.9％となっています。 

○前回調査との比較では、「社会制度（法制度や条例制定等）の整備」が 10.7 ポイント低く

なっています。 

○性別でみると、男女ともに「社会全体での教育や啓発」「学校等、子どものころからの教

育や啓発」が上位を占めています。 

 

 

  

40.7 

43.4 

17.9 

10.6 

11.6 

6.3 

16.7 

5.3 

1.3 

6.1 

39.7 

36.1 

28.6 

12.8 

16.5 

5.8 

15.6 

3.2 

1.1 

10.7 

38.6 

43.4 

19.3 

6.6 

7.2 

6.0 

16.9 

8.4 

1.8 

7.8 

42.1 

44.3 

16.7 

13.1 

15.4 

6.8 

15.8 

3.2 

0.9 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社会全体での教育や啓発

学校等、子どものころからの教育や啓発

社会制度（法制度や条例制定等）の整備

社会環境（トイレ等）の整備

性的少数者に関する相談や支援の充実

パートナーシップ制度の周知

わからない

特に必要ない

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

１０．女性の活躍について 

問３２ あなたは、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）
が成立し、平成２８年４月より施行されていることを知っていますか。 
（単数回答） 

○「女性活躍推進法」の認知度については、「まったく知らない」が 44.4％と最も高く、次

いで「聞いた事はあるが内容は知らない」38.4％、「知っている」11.4％となっており、内

容まで把握している割合は１割程度となっています。 

○性別でみると、男性は「聞いた事はあるが内容は知らない」、女性は「まったく知らない」

が最も高くなっています。また、女性は男性と比べて「まったく知らない」が 13.1 ポイン

ト高くなっています。 

○年代別でみると、50 歳代～60 歳代では「聞いた事はあるが内容は知らない」、それ以外の

年代では「まったく知らない」が最も高く、特に 20 歳代～30 歳代では６割を超えていま

す。 

 

 

  

11.4 

15.8 

14.5 

8.6 

9.1 

8.6 

10.9 

18.8 

11.5 

10.8 

38.4 

36.5 

42.2 

36.7 

33.3 

27.3 

28.6 

41.3 

45.8 

47.8 

30.8 

44.4 

41.2 

36.7 

49.8 

66.7 

63.6 

62.9 

45.7 

35.4 

38.1 

44.6 

5.8 

6.4 

6.6 

5.0 

2.2 

2.7 

13.8 

令和7年度調査

(n=396)

令和3年度調査

(n=468)

男性

(n=166)

女性

(n=221)

10歳代

(n=9)

20歳代

(n=11)

30歳代

(n=35)

40歳代

(n=46)

50歳代

(n=48)

60歳代

(n=113)

70歳以上

(n=130)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いた事はあるが内容は知らない まったく知らない 無回答

性

別

年

代

別



 

 

問３３ 女性の社会進出が進んでいますが、議員、審議会委員や役員・管理職などの指
導的地位や自治会・町内会の長などに占める女性の割合はまだまだ低いのが現
状です。このような指導的地位等に女性の参画が少ない理由は何だと思います
か。（複数回答） 

○指導的地位等に女性の参画が少ない理由については、「男性を中心に作られた社会の仕組

みや制度がある」が 55.1％と最も高く、次いで「男性がなるほうがよい（なるものだ）と

思っている人が多い」27.8％、「女性自身が指導的地位に対する関心やチャレンジ精神がな

い」25.3％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「男性を中心に作られた社会の仕組みや制度がある」が最も高

く、５割を超えています。 

 

 

  

55.1 

18.9 

23.5 

22.2 

22.2 

15.4 

27.8 

25.3 

13.9 

3.8 

7.1 

49.1 

18.4 

30.1 

27.4 

23.7 

13.0 

31.2 

27.6 

13.0 

3.4 

9.6 

53.0 

18.7 

24.7 

19.9 

22.9 

13.3 

24.1 

24.1 

12.7 

4.8 

9.6 

56.1 

19.9 

23.1 

24.0 

22.2 

17.2 

31.7 

27.1 

13.6 

2.7 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性を中心に作られた社会の

仕組みや制度がある

女性は指導力が低いというような

女性の能力に対する偏見がある

女性の能力発揮のチャンスが男性

と同じように与えられていない

「女は出過ぎるものではない」

という社会通念がある

女性の登用に対する認識や理解が足りない

自治会長・町内会長や議員などの政策方針決定

の場に出られるような女性の人材がいない

男性がなるほうがよい（なるものだ）

と思っている人が多い

女性自身が指導的地位に対する

関心やチャレンジ精神がない

家族の理解や協力が得にくい

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

１１．悩みや困りごとについて 

問３４ あなたは、現在、次のような悩みや困りごとがありますか。（複数回答） 

○現在の悩みや困りごとについては、「健康、病気、障がいなど」が 34.6％と最も高く、次

いで「なし」24.2％、「介護（将来、自分が介護をされることについて）」23.0％となって

います。 

○性別でみると、男女ともに「健康、病気、障がいなど」が最も高く、男性は女性と比べて

11.1 ポイント高くなっています。 

 

 

  

19.4 

34.6 

20.2 

20.5 

6.3 

4.5 

8.3 

5.8 

17.4 

23.0 

1.8 

6.3 

0.5 

1.3 

24.2 

5.6 

21.7 

41.0 

18.1 

19.9 

6.0 

2.4 

8.4 

3.0 

14.5 

20.5 

0.6 

5.4 

0.0 

1.8 

23.5 

7.2 

18.1 

29.9 

21.3 

19.5 

6.3 

5.9 

7.7 

7.2 

19.9 

24.4 

2.3 

6.3 

0.5 

0.9 

24.9 

4.1 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

仕事、雇用、転職、再就職、起業など

健康、病気、障がいなど

家計、借金、相続など

生き方、暮らし方など

友人、知人との関係や職場

での人間関係など

恋愛、結婚、離婚、夫婦の関係など

家族、親戚との関係や家制度など

育児、子育て、教育など

介護（自分または家族が介護

をすることについて）

介護（将来、自分が介護を

されることについて）

異性・配偶者（パートナー）

との性に関する悩みなど

性格、容姿など

自分の性に関する悩み

その他

なし

無回答

令和7年度調査(n=396)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

問３５ 困難な問題を抱える女性のための相談窓口を知っていますか。（複数回答） 

○困難な問題を抱える女性のための相談窓口の認知度については、「知らない・わからない」

が 53.3％と最も高く、次いで「大分県消費生活・男女共同参画プラザ」22.2％、「市の相

談窓口」22.0％となっています。 

○性別でみても、男女ともに「知らない・わからない」が最も高く、５割を超えています。

また、女性は男性と比べて「市の相談窓口」が 13.1 ポイント高くなっています。 

 

 

  

53.3 

22.2 

5.1 

7.1 

22.0 

13.6 

15.4 

1.3 

6.6 

54.8 

21.7 

4.8 

8.4 

14.5 

13.9 

15.7 

0.6 

8.4 

51.6 

22.6 

5.4 

6.3 

27.6 

13.1 

14.9 

1.8 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

知らない・わからない

大分県消費生活・男女共同参画プラザ

女性相談支援員

配偶者暴力相談支援センター

市の相談窓口

民間の専門家や専門機関

警察

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

問３６ 困難な問題を抱える女性の方の悩み・困りごとを解決するために、どのような
環境や支援があるとよいと思いますか。（複数回答） 

○困難な問題を抱える女性の方の悩み・困りごとを解決するために必要な環境や支援につい

ては、「自分の困りごとを何でも相談でき、支援につながることができる窓口」が 54.0％

と最も高く、次いで「利用できる支援制度の情報提供」40.2％、「気軽に話を聴いてもらえ

る SNSなどの相談窓口」29.0％となっています。 

○性別でみても、男女ともに「自分の困りごとを何でも相談でき、支援につながることがで

きる窓口」が最も高く、５割を超えています。 

 

 

  

29.0 

54.0 

40.2 

24.0 

18.2 

19.2 

23.7 

18.2 

18.9 

19.2 

1.0 

10.6 

32.5 

54.2 

37.3 

28.3 

18.7 

20.5 

24.1 

22.9 

21.1 

21.1 

0.0 

13.3 

26.2 

54.3 

41.6 

21.3 

17.6 

17.6 

23.5 

14.5 

17.2 

18.1 

1.8 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

気軽に話を聴いてもらえる

SNSなどの相談窓口

自分の困りごとを何でも相談でき、

支援につながることができる窓口

利用できる支援制度の情報提供

同じような悩みを持つ人と出会える場所

相談・支援を受けている間の

寄り添いや見守り

自分の困りごとに気づいて声を

かけてくれる人や支援機関

生活のための経済援助

就労の支援

カウンセリング等の心理学的支援

弁護士等による法的支援

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

１２．災害における男女共同参画について 

問３７ 性別に配慮した取り組みとして、どのようなことが必要だと思いますか。 
（複数回答） 

○災害時に、性別に配慮した取り組みとして必要なことについては、「避難所の整備（男女

別のトイレ、更衣室、洗濯干し場等）」が 78.5％と最も高く、次いで「避難所運営の責任

者に男女がともに配置され、避難所運営や被災者対応に男女両方の視点が入ること」

67.2％、「災害時の救援医療体制（妊産婦へのサポート体制）」47.0％となっており、「その

他」「わからない」以外はどの取り組みも４割を超えています。 

○性別でみると、男女ともに「避難所の整備（男女別のトイレ、更衣室、洗濯干し場等）」

が最も高く、特に女性は８割を超えています。 

 

 

  

78.5 

67.2 

47.0 

42.7 

42.2 

42.9 

0.8 

4.0 

6.3 

74.7 

69.3 

48.8 

41.6 

37.3 

46.4 

0.0 

3.0 

8.4 

81.9 

67.0 

46.2 

44.3 

46.6 

40.7 

1.4 

4.5 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

避難所の整備（男女別のトイレ、

更衣室、洗濯干し場等）

避難所運営の責任者に男女がともに

配置され、避難所運営や被災者対応

に男女両方の視点が入ること

災害時の救援医療体制

（妊産婦へのサポート体制）

公的施設の備蓄品のニーズ把握、

災害時に支給する際の配慮

被災者に対する相談体制

防災や復興の政策・方針を決める

過程に男女がともに参画すること

その他

わからない

無回答

令和7年度調査(n=396)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

問３８ あなたは避難所における男女共同参画について、どのようなことが必要だと思
いますか。（複数回答） 

○避難所における男女共同参画の取り組みとして必要なことについては、「男女別トイレや

洗濯干場、授乳室の設置など、避難者のニーズに配慮すること」が 78.5％と最も高く、次

いで「避難所の運営、運営方針の決定などにおいて、女性と男性がともに参加すること」

73.5％、「女性および男性が抱えた悩みや避難所生活上の問題を受け付ける窓口の設置」

53.5％となっています。 

○性別でみると、男女ともに「避難所の運営、運営方針の決定などにおいて、女性と男性が

ともに参加すること」「男女別トイレや洗濯干場、授乳室の設置など、避難者のニーズに

配慮すること」が７割を超えています。 

 

 

  

73.5 

78.5 

37.9 

53.5 

5.6 

0.8 

6.1 

77.7 

77.7 

38.0 

48.8 

3.0 

1.2 

6.6 

71.0 

80.1 

37.6 

57.5 

6.8 

0.5 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

避難所の運営、運営方針の決定などにお

いて、女性と男性がともに参加すること

男女別トイレや洗濯干場、授乳室の設置

など、避難者のニーズに配慮すること

女性は炊き出し、男性は力仕事といっ

た固定的な性別役割分担意識の解消

女性および男性が抱えた悩みや避難所

生活上の問題を受け付ける窓口の設置

わからない

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

１３．男女共同参画推進に向けた施策について 

問３９ 「男女共同参画社会」を実現するために、今後、市の行政はどのようなことに
力を入れたらよいと思いますか。（複数回答） 

○「男女共同参画社会」の実現のために今後市が力を入れるべきことについては、「学校教

育の場で、男女平等意識を育てる教育を充実する」が 53.0％と最も高く、次いで「高齢者

等の施設・介護サービスを充実する」23.2％、「経営者・事業主を対象に、雇用機会や労働

条件の男女平等について啓発する」21.7％となっています。 

○前回調査との比較では、「市が率先して女性管理職の登用を測る」が約 10 ポイント低くな

っています。 

○性別でみると、男女ともに「学校教育の場で、男女平等意識を育てる教育を充実する」が

最も高くなっています。 

  

53.0 

13.6 

21.7 

15.4 

19.7 

23.2 

3.3 

13.6 

5.3 

6.3 

7.3 

10.1 

7.6 

5.6 

9.8 

10.6 

3.8 

0.3 

9.1 

44.7 

9.6 

23.3 

22.2 

25.9 

22.0 

2.8 

19.2 

14.5 

9.6 

10.7 

8.5 

5.1 

5.1 

7.1 

8.5 

2.6 

2.6 

7.9 

54.8 

17.5 

22.3 

16.3 

19.3 

22.9 

3.6 

18.1 

6.0 

6.0 

11.4 

12.0 

6.0 

7.8 

9.6 

11.4 

2.4 

0.6 

7.8 

52.5 

10.9 

22.2 

14.5 

19.9 

23.5 

3.2 

10.0 

5.0 

6.3 

4.5 

8.6 

8.6 

4.1 

10.4 

10.4 

5.0 

0.0 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校教育の場で、男女平等意識

を育てる教育を充実する

公民館など社会教育の場で、男女

平等意識を育てる学習を充実する

経営者・事業主を対象に、雇用機会や

労働条件の男女平等について啓発する

女性の就労の場の確保を促進する

保育所・学童保育の施設・

サービスを充実する

高齢者等の施設・介護サービスを充実する

検診や相談など女性の健康管理

体制を充実する

各種審議会・委員会など、女性を

政策決定の場に積極的に登用する

市が率先して女性管理職の登用を図る

女性の生き方に関する情報提供

や交流・研修の場を充実する

女性リーダーの養成・研修の場を充実する

男女共同参画を推進する各種団体

との連携を深める

女性のための各種相談窓口を充実する

広報誌やパンフレットなどで、男女の平等

と相互の理解や協力についてPRする

女性に対する暴力（セクハラ、DVなど）

の根絶と被害者に対する救済対策

男女共同参画社会づくりのため、

市の推進計画を策定する

特に推進すべきことはない

その他

無回答

令和7年度調査(n=396)

令和3年度調査(n=468)

男性(n=166)

女性(n=221)



 

 

問４０ あなたは、地域活動における女性リーダーを増やすためには、どのようなこと
が必要だと思いますか。（複数回答） 

○地域活動における女性リーダーの増加に向け必要なことについては、「育児や介護を支援

するための施策を充実させる」が 33.8％と最も高く、次いで「男性中心の社会通念や慣習

を改めるための啓発活動を実施する」30.8％、「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、

活動時間帯を工夫する」30.1％となっています。 

○性別でみると、男性は「男性中心の社会通念や慣習を改めるための啓発活動を実施する」、

女性は「育児や介護を支援するための施策を充実させる」が最も高くなっています。また、

男性は女性と比べて「男性中心の社会通念や慣習を改めるための啓発活動を実施する」

「女性のリーダーを養成するための講座やセミナーを開催する」が10ポイント以上高くな

っています。 
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11.3 

5.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

男性中心の社会通念や慣習を改める

ための啓発活動を実施する

女性のリーダーを養成するための

講座やセミナーを開催する

育児や介護を支援するための

施策を充実させる

家族が家事・育児を分担する

さまざまな立場の人が参加しやすい

よう、活動時間帯を工夫する

時間のない女性でも、活動できるよう、

自治会業務の見直しを図る

その他

わからない

無回答

令和7年度調査(n=396)

男性(n=166)

女性(n=221)


